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「
秋
葉
神
社
算
額
」
一
面

市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

所
有
者

谷
内
二
丁
目

常
安
寺

指
定
年
月
日

昭
和
四
十
八
年
三
月
二
十
八
日

明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
に
市
内
新
山
の
諏
佐
嘉
右
エ
門
嘉
継

と
そ
の
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
当
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
縦
一
・
二
メ
ー
ト

ル
、
横
一
・
八
メ
ー
ト
ル
程
の
数
学
の
額
で
す
。

算
額
と
は
本
来
、
数
学
者
が
数
学
を
研
鑽
で
き
た
お
礼
に
奉
納
し
た

※
け
ん
さ
ん

も
の
で
す
が
、
江
戸
時
代
で
は
重
要
な
研
究
発
表
の
場
で
も
あ
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
参
詣
者
の
多
い
神
社
仏
閣
に
多
く
奉
掲
さ
れ
ま
し
た
。

※
ほ
う
け
い

和
算
は
同
時
代
に
日
本
で
独
自
に
発
達
し
た
数
学
で
、
当
時
そ
の
研
究

は
世
界
に
劣
ら
な
い
高
等
数
学
に
も
及
び
各
種
に
生
か
さ
れ
、
算
額
は

和
算
の
発
達
に
大
き
く
寄
与
す
る
要
因
に
な
り
ま
し
た
。

算
額
は
県
内
で
も
現
存
し
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
当
神
社
算
額
は

和
算
の
歴
史
や
作
者
の
独
創
性
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
す
。

こ
の
算
額
に
は
平
面
や
球
体
な
ど
の
総
面
積
や
体
積
か
ら
各
図
形
の

辺
の
長
さ
と
扇
状
の
弧
や
径
を
求
め
る
三
題
の
問
題
と
解
答
、
そ
れ
に

解
法
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

嘉
継
の
本
業
は
医
師
で
し
た
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
数
学
者
と
し
て
も

活
躍
し
ま
し
た
。
師
匠
は
最
上
流
の
流
れ
を
く
む
魚
沼
の
富
所
政
継
で
、

嘉
継
は
和
算
の
最
後
を
飾
る
数
学
者
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

現
在
、
文
字
の
薄
れ
や
損
傷
を
防
ぐ
た
め
市
教
育
委
員
会
で
保
管
さ

れ
、
同
形
の
複
製
品
が
神
社
に
掲
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
け
い
が
く

※
研
鑽
…
学
問
な
ど
を
深
く
き
わ
め
る
こ
と

奉
掲
…
つ
つ
し
ん
で
掲
げ
る
こ
と

掲
額
…
記
念
の
た
め
に
優
勝
者
や
功
労
者
の
写
真
な
ど
を
額
に
し
て
掲
げ
る
こ
と

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の

文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐
２
０
２
０
）
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 勤 労 者 体 育 館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
日 道 院 高 原 無 休
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 毎週水曜日

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。



低
迷
状
況
に
あ
る
地
域
経
済
の
中

で
、
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
感
が

大
き
く
な
っ
て
お
り
、
被
保
険
者
の

保
険
税
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
平
成

十
二
年
度
か
ら
据
え
置
い
て
い
た
保

険
税
率
を
改
正
し
、
平
成
十
五
年
度

主
な
審
議
結
果

国
民
健
康
保
険
税
条
例
を

一
部
改
正

課
税
分
か
ら
適
用
す
る
も
の
で
、
改

正
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
資
産
割

資
産
割
り
に
よ
る
算
定
を
廃
止
し

ま
し
た
。

▽
所
得
割

現
行
五
・
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
一

パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
、
四
・
七

〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
改
定
し
ま
し
た
。

▽
個
人
均
等
割

現
行
一
八
、
〇
〇
〇
円
を
五
千
円

引
き
下
げ
、
一
三
、
〇
〇
〇
円
に

改
定
し
ま
し
た
。

▽
世
帯
平
等
割

現
行
二
二
、
〇
〇
〇
円
を
七
千
円

引
き
下
げ
、
一
五
、
〇
〇
〇
円
に

改
定
し
ま
し
た
。

※
改
正
の
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
「
現
行
・
改
定
税
率
表
」

（
下
表
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

専
決
処
分
し
た
補
正
予
算
を
承
認

し
、
不
況
対
策
緊
急
資
金
四
億
円
な

ど
一
般
会
計
の
予
算
を
補
正
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
の
総

額
は
、
百
二
十
五
億
九
千
六
百
五
十

六
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計

の
補
正
予
算

2

||||| |||||広報とちお14.12.5

市議会の動き
臨 時 会

平
成
十
四
年
第
四
回
市
議
会
臨
時
会
が
、
十
一
月
二
十
九
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
栃
尾
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正
、
不
況
対
策
緊
急
資
金
を
は
じ
め
と
す
る
平
成
十

四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
九
件
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
議
案
一
件
が
審
議
さ
れ
、
荒
木
幸
男
議
長
の
議
長
辞
職
が

許
可
さ
れ
ま
し
た
。

栃尾市不況対策緊急資金の
融資利率を引き下げました

長
引
く
景
気
低
迷
の
中
で
、

市
は
不
況
対
策
の
一
環
と
し

て
、
「
栃
尾
市
不
況
対
策
緊
急

資
金
」
を
四
億
円
増
額
補
正

し
、
十
二
月
二
日
付
け
で
融
資

限
度
額
を
一
千
万
円
引
き
上

げ
、
融
資
利
率
は
引
き
下
げ
ま

し
た
。

�
第
四
銀
行
・
�
北

問
合
せ

越
銀
行
・
長
岡
信
用
金
庫
の

各
栃
尾
支
店
、
越
後
な
が
お

か
農
業
協
同
組
合
市
内
各
支

店
、
大
光
銀
行
見
附
支
店

(
)

信
用
保
証
付

不
況
対
策
緊
急
資
金
融
資
利
率
等

資
金
使
途

限

度

額

融

資

利

率

年
二
・
二
％
（
一
・
七
％
）

た
だ
し
、
融
資
期
間
が
五
年

現

行

運
転
資
金

二
千
万
円

を
超
え
る
も
の
年
二
・
四
％

（
一
・
九
％
）

二
・
一
％
（
一
・
六
％
）

た
だ
し
、
融
資
期
間
が
五
年

改

正

運
転
資
金

三
千
万
円

を
超
え
る
も
の
年
二
・
二
％

（
一
・
七
％
）

◆国民健康保険税「現行・改定税率表」
区 分 割 合 ７割軽減 ５割軽減 ２割軽減
所 得 割 5.70％
資 産 割 20.00％現

個人均等割 18,000円 12,600円 9,000円 3,600円行
世帯平等割 22,000円 15,400円 11,000円 4,400円

区 分 割 合 ７割軽減 ５割軽減 ２割軽減
所 得 割 4.70％
資 産 割 0.00％改

個人均等割 13,000円 9,100円 6,500円 2,600円定
世帯平等割 15,000円 10,500円 7,500円 3,000円

国民健康保険の税額は、世帯割、各世帯の所得額、国保
加入者数、固定資産の状況（平成15年度から除外）により
計算されます。次に示すのは１つの例で、個々の世帯ごと
に計算が異なりますのでご注意ください。

＜仮に設定した次の世帯の場合＞
加入者が４人、年間給与所得額が250万円（給与収入額

380万円、所得金額から基礎控除33万円を控除して計
算）、固定資産税が６万円の場合

(年税額は100円未満切り捨て・単位：円)◆モデル世帯の試算表
所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 年 税 額

現 行 123,690 12,000 72,000 22,000 229,600
改 正 101,990 0 52,000 15,000 168,900

４期16年を振り返って退任の
あいさつをする杵渕市長
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栃
尾
市
長
選
挙

十
一
月
十
七
日
執
行

馬
場
潤
一
郎
氏

当
選

が
一
期
目
の
市
政
を
担
当

｜

｜

任
期
満
了
（
十
二
月
十
日
）
に
伴
う
市
長
選
挙
が
、
十
一
月
十
日
に
告
示
さ
れ
、
十
一
月
十
七
日
に
投
票
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
後
九
時
か
ら
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
即
日
開
票
の
結
果
、
新
人
の
馬
場
潤
一
郎
氏
（
無
所
属
・
六

二
歳
）
が
当
選
し
、
市
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

選
挙
当
日
は
初
霜
の
影
響
で
早
朝
こ
そ
寒
か
っ
た
も
の
の
、
日
中
は
小
春
日
和
の
晴
天
に
恵
ま
れ
て
気
温
が
ぐ
ん

ぐ
ん
上
が
り
、
身
近
な
選
挙
と
あ
っ
て
出
足
は
好
調
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
有
権
者
数
二
〇
、
三
八
五
人
、
投
票
者

数
一
七
、
四
一
三
人
（
う
ち
不
在
者
投
票
一
、
三
二
三
人
）
で
投
票
率
は
八
五
・
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
前
回

平
成
十
年
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
の
八
三
・
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
約
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

開
票
会
場
と
な
っ
た
総
合
体
育
館
に
は
、
夕
方
に
な
っ
て
い
く
ぶ
ん
冷
え
込
ん
だ
中
大
勢
の
市
民
が
詰
め
か
け
、

開
票
の
様
子
を
見
守
り
な
が
ら
選
挙
結
果
が
出
る
ま
で
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。

十
二
月
十
一
日
か
ら
、
馬
場
市
長
の
一
期
目
の
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。当

馬

場

潤
一
郎

九
、
二
一
二
票

杵

渕

衛

八
、
〇
一
二
票

市
長
選
挙
投
票
結
果

当
日
有
権
者
数

二
〇
、
三
八
五
人

投

票

者

数

一
七
、
四
一
三
人

有
効
投
票
数

一
七
、
二
二
四
票

無
効
投
票
数

一
八
八
票

投

票

率

八
五
・
四
二
％

氏馬場 潤一郎
（62歳・無所属）

同
日
午
後
九
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
票
の
様
子
を
じ
っ

と
見
守
る
大
勢
の
市
民
（
総
合
体
育
館
）

星選挙管理委員会委員長から当選証書を
受け取る馬場氏（11月18日、市役所）



構造改革特区の提案募集
第２次募集　　平成15年１月15日　締切

構造改革特区とは
厳しい経済雇用情勢を踏まえ、地域限定の構造改革を行うことで、創業促進・雇用創出を図り、地

域経済の活性化につなげることを目的としています。つまり、市町村などの枠組みで区域を指定し、

その区域内に限り、特別な規制緩和を行うというものです。

構造改革特別区域計画の作成・申請
（地方公共団体）※民間からの提案可能
〈計画の内容〉
○構造改革特別区域の範囲
○事業の内容、適用を受けようとする
規制の特例措置
○期待される地域活性化の効果　など

構造改革特別区
域計画の認定
（内閣総理大臣）
基本方針適合

性や地域活性化
効果などを見て
判断

規制の特例措置の
適用
計画が認定された

場合に、構造改革特
別区域法や政省令で
定められた規制の特
例措置が適用される

第１次募集の結果
第１次の構造改革特区の提案は、全国で903項目ありました。新潟県では、県が2件、市町村が6件

で計８件です。

構造改革特別区域基本方針が11月5日に閣議決定され、提案のあった項目のうち、特区として実施

するもの93項目、原則として全国で実施するもの111項目などが公表されました。

実施予定項目の例として、市民農園、農地のオーナー制度などの実施主体は、今まで地方公共団体

または農協に限られていましたが、新たに農地の保有者、農地を所有していない企業やＮＰＯなどに

も拡大され、多くの人が開設できることになります。これによって遊休農地、耕作放棄地対策、グリ

ーンツーリズム推進による産業振興に効果が期待できます。

くわしくは 内閣官房構造改革特区推進室

〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-23-7 虎ノ門第23森ビル　TEL.03-5521-6611（直通）

ホームページアドレス http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kouzou/index.html をご覧ください。

第２次募集
第1次募集に引き続き、新たな提案を募集しています。対象は地方公共団体のほか、民間事業者な

どからの提案も受け付けています。

平成15年1月15日　第２次の提案募集締切

問合せ 企画財政課企画調整係　152－2151 内線332

制度活用の仕組み

構造改革特区に関する認定申請と第２次募集の２つの流れ 

特区計画の 

認定申請の流れ 

11月 12月 1月 2～3月 4月 夏以降 

規制の特例の 

２次募集の流れ 

２次提案 

募集開始 

２次提案 

募集締切 

基本方針 
の改訂 
〈規制特例 
の追加〉 

基本方針 

の策定 

政令事項 
以下の 
規制特例 
の措置 

特区計画 
認定申請 
受付開始 

構造改革 
特別区域 
法案成立 
（仮定） 

改訂された基本 
方針に基づいて 
必要に応じて法律 
などの改正 

追加事項 
に係る 
認定（変更） 
申請受付 
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○
任
意
合
併
協
議
会

任
意
合
併
協
議
会
は
、
法
律
で
定

め
る
協
議
会
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く

任
意
の
組
織
で
す
が
、
法
定
合
併
協

議
会
と
比
べ
、
そ
の
役
割
や
位
置
付

け
な
ど
に
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ

ん
。合

併
に
至
る
ま
で
の
協
議
の
中
で

必
ず
し
も
設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
合
併
協
議
の
初
期
の
段
階

で
の
事
前
調
整
や
課
題
整
理
を
す
る

た
め
、
あ
る
い
は
合
併
が
想
定
さ
れ

る
市
町
村
同
士
が
よ
り
フ
リ
ー
な
立

場
で
調
査
研
究
を
行
う
た
め
な
ど
、

各
地
域
の
実
情
に
よ
り
判
断
さ
れ
ま

す
。県

で
は
、
任
意
合
併
協
議
会
を

「
法
定
合
併
協
議
会
設
置
の
前
段
と

し
て
合
併
の
検
討
を
行
う
た
め
に
設

置
す
る
も
の
で
、
協
議
会
委
員
と
し

て
関
係
市
町
村
長
お
よ
び
関
係
市
町

村
議
会
議
員
（
各
市
町
村
か
ら
一
人

以
上
）
が
参
加
し
、
規
約
に
基
づ
き

継
続
的
・
具
体
的
な
検
討
・
協
議
を

行
う
組
織
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

長
岡
地
域
の
任
意
合
併
協
議
会
の

構
成
員
は
、
各
市
町
村
の
首
長
、
助

役
、
議
長
、
議
長
推
薦
の
議
員
、
住

民
代
表
、
学
識
経
験
者
の
計
五
十
一

人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
法
定
合
併
協
議
会

法
定
合
併
協
議
会
は
、
自
治
法
お

よ
び
合
併
特
例
法
に
基
づ
い
て
設
置

す
る
も
の
で
、
関
係
市
町
村
の
協
議

に
よ
り
規
約
を
定
め
、
関
係
市
町
村

の
議
決
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
の
設
置
、
規
約
の
変

更
、協
議
会
の
廃
止
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
旨
告
示
を
す
る
と
と
も
に
県
知

事
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
協
議
会
は
、
関
係
市
町
村
間

の
連
絡
調
整
お
よ
び
計
画
作
成
の
性

格
を
有
す
る
共
同
の
執
務
組
織
で
あ

り
、
合
併
の
是
非
を
含
め
、
合
併
市

町
村
の
建
設
に
関
す
る
協
議
を
行
う

た
め
の
機
関
と
し
て
置
く
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

法
定
合
併
協
議
会
の
設
置
は
義
務

的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
①

市
町
村
建
設
計
画
の
作
成
そ
の
ほ
か

合
併
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
協
議
を
事

前
に
行
う
場
で
あ
る
こ
と
、
②
法
定

協
議
会
で
策
定
さ
れ
る
市
町
村
建
設

計
画
に
基
づ
く
事
業
に
の
み
合
併
特

例
法
上
の
財
政
措
置
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
法
定
合
併

協
議
会
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
事
項

は
、
今
後
の
協
議
会
で
決
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
次

の
よ
う
な
項
目
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

１
　
合
併
の
方
式
（
新
設
合
併
か
、

編
入
合
併
か
）

２
　
合
併
の
期
日

３
　
新
市
の
名
称

４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置

５
　
財
産
お
よ
び
公
の
施
設
の
取
扱
い

６
　
議
員
の
定
数
お
よ
び
任
期
の
取
扱
い

７
　
地
方
税
の
取
扱
い

８
　
農
業
委
員
の
定
数
お
よ
び
任
期

の
取
扱
い

９
　
職
員
（
特
別
職
、
一
般
職
）
の

身
分
の
取
扱
い

10

地
域
審
議
会
の
設
置

11

市
町
村
建
設
計
画

12

そ
の
他
必
要
事
項

（
町
名
・
字
名
、
使
用
料
・
手

数
料
の
ほ
か
、
各
種
事
務
事
業

の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
な
ど
）

考えてみよう市町村合併

十
月
二
十
五
日
開
催
の
合
併
研
究
会
首
長
会
議
で
、
任
意
合
併
協
議
会
設
置
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
合
併
研
究
会
で
検
討
し
て
き
た
合
併
の
目
的
や
メ
リ
ッ
ト
、
合
併
す
る
と
し
た
場
合
の
課
題
の
整
理
と
解

決
策
、
行
政
制
度
の
調
整
案
（
八
市
町
村
の
異
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
）
な
ど
に
つ
い
て
、

議
会
代
表
や
住
民
代
表
な
ど
を
交
え
、
本
格
的
な
協
議
を
行
う
組
織
で
す
。

今
月
号
で
は
、合
併
協
議
会（
任
意
合
併
協
議
会
、法
定
合
併
協
議
会
）の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

任
意
合
併
協
議
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
る

合
併
に
関
す
る
協
議
事
項

合
併
協
議
会
と
は

市町村合併に関する質問、意見などをお寄せください。 企画財政課広域行政係　152ｰ2151 内線336
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芸術の秋ー。恒例の栃尾市美術展が、11月２日
から４日の３日間、総合体育館で開催されまし
た。展示された３９９点の力作のほか、菊花展や
同時開催の市民文化祭の作品などが、多くの市民
の目を楽しませてくれました。

。市長賞など入賞作品を紹介します

このほど市長賞をいただきまして大変ありがとうございました。
聖水のごとくこんこんとわく杜々の森のわき水は、名水百選に選
ばれました。杜々の森は、雑木が生い茂り小鳥がさえずり、何か
神秘的な雰囲気が漂います。また昔は、村人たちの大事な飲料水
の源として祭ってきた森と聞いています。今回の作品は、そのよ
うな心も体も洗われるような雰囲気の森を描きました。

さん山本貞春
上の原町

「
名
水
杜
々
情
景
」

日
本
画

市

長

賞

洋

画

「
待

春
」

この度の受賞は、先生をはじめ周りの人た
ちのおかげと思っております。ありがとうご
ざいました。
数年前に洋画の仲間に入れていただいて、

風景が描けたらと思っておりました。そんな
折、栃尾にも残り少ない風景に出逢い、私たちの集落にない新鮮さを感じ今回
の作品を描きました。これからも驕ることなく努力していきたいと思います。

おご

書

道

「

七

言

二

句

」
いずみ苑に勤務しながら書道を始めて

10年。この度は生まれ育った栃尾で、市
長賞という輝かしい賞をいただくことが
でき、大変うれしく思います。
秋の香を感じる間もなく初雪が降り、

あの冷たい雨の中、私の作品を見てくだ
さった皆さんに感謝しています。

さん鈴木ミツ
森 上

さん山口瑠美子
中之島町

67
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久しぶりに散歩に出かけたら、至る所に葛が這って
いて、良く見たら花の可愛いことと、甘いにおい、何
とも幸せな気持ちになり「よし、今年は葛を描いてみ
よう」と思ったのが９月１日でした。昨年、今年と体
調を崩してしまい、今年の８月に入りようやく一息つ
けるようになり、絵にほっとした感じというか心安ら
かな様子が、少しでも表現できていればと思い、題名
を「休休」としてみました。

さん中澤キヨ
東が丘

新潟日報美術振興賞

「 休 休 」日本画 (きゅうきゅう)

書

道

「
薛
能
詩

」

(

せ
つ
の
う
し)

さん前田久子
原 町

この度は、賞をいただき大変うれしく思います。思
えば苦労の連続でした。気に入った色が出せずに暗い
日々が続きましたが、長い月日がそれを解決してくれ
ました。描き終えた絵を前にして、一人しみじみ飲む
お酒の味は格別です。そのために描いているような気
がしてなりません。これからも精進を重ね、好きな絵
を楽しんでいきたいと思います。

さん小出信次
天下島

思いもかけない受賞、大変うれしく思っております。今回は、普段書道展
にはなかなか出品する勇気のなかった「多字数の横作品」に挑戦してみまし
た。何の気負いもなく淡々と書けたことが良かったのでしょうか。これから
も少しでも向上できるよう努力し、継続していきたいと思っております。

洋 画
「栃尾てまりを添えて」

午後の陽の吊り橋を色々な人たちが通る中で、このアベックに決
めて撮った１枚です。揺れる吊り橋を手を取り合って渡っている二
人、その背に射す陽と影、若い二人のこれからの人生の縮図にも見
え、高ぶる気持ちを抑えて撮りました。見る人に撮影者の意図がス
トレートに伝わる、そんな写真をこれからも撮っていきたいと思っ
ています。

さん中村重敏
上樫出

「
光
る
道
」

写

真

今回の受賞は公民館講座の原貞一郎先生と３月に亡くなられた間
清則さんのおかげと思っています。お二人をはじめ同好会の人たち
は、ヘラ作りや修得された技術をすべて惜しみなく教えてください
ました。これからは、“ナンバーワンよりオンリーワン”を目指し
全国的に珍しいヘラ彫金の発展のためがんばります。

「 憩 」版画･彫塑･工芸 (いこい)

さん倉茂晴江
金 町
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星
井

ク
ラ
（
土
ケ
谷
）

日

本

画

大
竹

久
子
（
巻

渕
）

洋

画

小
浦

譲
（
小

向
）

大
橋
チ
イ
子
（
滝
の
下
町
）

韮
沢

幸
泉
（

泉

）

書

道

勝
沼

文
恵
（
楡

原
）

大
橋

敏
夫
（
大

倉
）

写

真

藤
波

健
一
（
谷
内
二
）

葛
綿

ヤ
ス
（
上

塩
）

石
黒

存
（
金

町
）

版
画
・
彫
塑
・
工
芸

斎
藤

滋
子
（
東

町
）

五
十
嵐
チ
ヅ
ル
（
一
之
貝
）

高
見

忠
（
東
が
丘
）

山
本

貞
春
（
上
の
原
町
）

箕
輪

史
子
（
刈
中
３
年
）

中
学
生
絵
画

酒
井

貴
仁
（
刈
中
１
年
）

小
林

英
樹
（
刈
中
１
年
）

寺
本

希
（
刈
中
２
年
）

韮
澤

徹
（
秋
中
３
年
）

笠
井

美
希
（
刈
中
３
年
）

中
嶋

梓
（
秋
中
１
年
）

田
辺

由
貴
（
秋
中
３
年
）

中
学
生
書
道

松
生

聡
美
（
秋
中
２
年
）

吉
田
み
な
み
（
秋
中
２
年
）

韮
沢
ひ
か
る
（
秋
中
１
年
）

鈴
木

智
美
（
刈
中
３
年
）

葛
綿

玲
那
（
刈
中
２
年
）

笠
井

美
希
（
刈
中
３
年
）

(

敬
称
略)

奨
励
賞

中
学
生
書
道

「
無
我
夢
中
」

教育長賞

さん中嶋 悠
秋葉中３年

さん斉藤麻衣子
秋葉中３年

版画･彫塑･工芸
「 身 施 」（しんせ）

あの柿右衛門様式では、空間も重要な絵のうちと言われます。
今回の作品は、大胆に多く撮った空間で主役の豆をより引き立
てることができました。日常生活のまわりには、たくさん素晴
らしい題材が有ると感じます。写真は時間を切り取る芸術であ
り会った瞬間が決め手です。これからもさらに精進を重ねてま
いりたいと存じます。

さん茨木栄利
栄 町

この度は、身に余る賞をいただき感謝しております。いつだ
ったか、スルメを焼いていたら「あっ」と言う間にくるくると
巻かり、見事なまでの変わり様でした。乾燥していても身は生
きていたのだと感じました。命が誕生してさまざまな道を歩み
ながら生き延びてきて、仕上げの段階を迎える。天命に従い最
後の一番辛く苦しい熱修業に耐え抜いた、イカと鯖の神秘的な

さば

姿を「身施」と名付け、木彫りで残したかった。

「社 会」中学生絵画

さん諸橋良和
田之口

「
陽

」

写

真
(

よ
う)

と
ち
お
自
慢
市
は
、
と
ち
お
元
気

野
菜
の
会
、
観
光
物
産
会
、
杜
々
の

森
名
水
公
園
管
理
運
営
組
合
、
農
業

近
代
化
ク
ラ
ブ
、
て
ま
り
の
会
、
ふ

る
さ
と
交
流
広
場
道
院
管
理
運
営
組

合
、
Ｊ
Ａ
栃
尾
中
央
店
、
お
よ
び
市

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
、
昨
年

「
栃
尾
を
知
っ
て
も
ら
う
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
し
、
好
評
だ
っ
た
た
め
今

年
も
行
っ
た
も
の
で
す
。

会
場
は
、
新
鮮
野
菜
を
は
じ
め
と

す
る
特
産
品
や
工
芸
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
の
っ
ぺ
な
ど
の
郷
土
料
理
が

食
べ
ら
れ
る
「
ご
っ
つ
ぉ
コ
ー
ナ
ー｣

、

道
院
高
原
や
杜
々
の
森
な
ど
行
楽
地

の
展
示
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
ほ

か
に
も
、
西
中
野
俣
の
伝
統
芸
能

「
広
大
寺
」
の
披
露
や
て
ま
り
の
製

作
体
験
が
行
わ
れ
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

た
り
、
栃
尾
弁
が
飛
び
交
っ
た
り
し
、

初
冬
の
表
参
道
で
首
都
圏
住
民
と
の

交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
今

回
は
、
空
家
・
宅
地
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
済
）

を
新
設
し
、
昨
年
以
上
に
内
容
を
充

実
さ
せ
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

開
催
期
間
中
、
栃
尾
出
身
の
人
は

故
郷
を
懐
か
し
み
、
初
め
て
栃
尾
を

知
っ
た
人
は
「
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た

い
」
と
話
す
な
ど
、
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
栃
尾
の
フ
ァ
ン
を
大
勢
つ
く

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市
は
、

今
回
で
十
三
回
目
を
迎
え
、
三
日
間

で
十
四
万
二
千
人
が
来
場
。
北
海
道

か
ら
沖
縄
ま
で
二
百
二
十
八
市
町
村

が
参
加
し
て
、
自
慢
の
食
品
や
工
芸

品
な
ど
を
に
ぎ
や
か
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
展
示
即
売
し
ま
し
た
。

栃
尾
市
は
観
光
物
産
会
と
協
力
し

て
物
産
即
売
、
飲
食
、
観
光
Ｐ
Ｒ
の

三
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
展
。

市
町
村
の
特
産
品
販
売
ブ

ー
ス
が
並
ぶ
物
産
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
栃
尾
あ
ぶ
ら
げ

や
あ
ま
酒
、
丸
鯛
形
の
粉

た
い

菓
子
が
人
気
を
集
め
、
ブ

ー
ス
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
飲
食
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
栃
尾
あ
ぶ
ら
げ
の
揚

げ
立
て
販
売
を
行
い
ま
し

た
。
ふ
だ
ん
栃
尾
市
内
で

し
か
味
わ
え
な
い
熱
々
の

出
来
立
て
あ
ぶ
ら
げ
が
好
評
で
、
ま

た
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
増
え
た
よ
う
で
す
。

観
光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
栃
尾

て
ま
り
の
製
作
実
演
と
て
ま
り
づ
く

り
の
体
験
会
を
開
催
。
ブ
ー
ス
内
に

飾
ら
れ
た
華
麗
な
て
ま
り
と
、
一
刺

か

れ

い

し
ひ
と
さ
し
手
作
り
で
彩
ら
れ
る
実

い
ろ
ど

演
が
注
目
を
集
め
、
今
年
も
多
く
の

人
が
足
を
止
め
、
て
ま
り
を
通
し
た

交
流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

9

電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
市

物
産
・
食
・
観
光
を
Ｐ
Ｒ

幕
張
で

あぶらげなどの特産品販売コーナーはいつも長蛇の列

｢

栃
尾
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
と

ち
お
自
慢
市
」
が
、
十
一
月
二
十
三
・
二
十
四
日
の
二
日
間
、
表
参
道

・
新
潟
館
ネ
ス
パ
ス
（
東
京
・
原
宿
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
発
電
所
が
あ
る
全
国
の
市
町
村
の
特
産
品
な
ど
を
展
示
即
売

す
る
、
日
本
最
大
の
物
産
展
「
第
十
三
回
電
気
の
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん

市
」
が
、
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
千
葉
・
幕

張
メ
ッ
セ
で
開
か
れ
、
栃
尾
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引

き
続
い
て
訪
れ
た
人
も
多
く
、
約
二

千
六
百
人
が
入
館
し
、
大
い
に
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

人気を集めた物産コーナー
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

林
家
こ
ん
平

を
迎
え
講
演
会

さ
ん

栃
尾
高
校
で
橡

峰
祭
が
実
施
さ
れ
、

一
日
目
は
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
二

日
目
に
ク
ラ
ス
ご

と
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
吹
奏
楽
の
演
奏
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ

ー
は
、
織
物
組
合
が
布
を
提
供
し
、
善
昌
寺
保
育
園
の
園
児
が

モ
デ
ル
で
参
加
。
生
徒
自
身
が
授
業
や
放
課
後
な
ど
を
利
用
し

製
作
し
た
作
品
を
発
表
し
た
も
の
で
す
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
、
サ
ッ
カ
ー
普

及
活
動
の
一
環
と
し
て
、
秋
葉
中
学
校
体
育

館
で
同
校
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
市
ジ
ュ
ニ
ア
チ

ー
ム
を
対
象
に
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
。

子
ど
も
ら
は
、
中
学
生
と
ジ
ュ
ニ
ア
に
別
れ

パ
ス
や
ド
リ
ブ
ル
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
指
導
者
は
、｢

た
く
さ
ん
ボ
ー
ル

に
触
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
四
日
、
市
民
会
館
で
小
国
町
出
身
の
落
語
家
、

林
家
こ
ん
平
さ
ん
を
迎
え
、｢

人
生
は
開
け
ご
ま
」
と
題

し
高
齢
者
向
け
文
化
大
講
演
会
を
開
催
。

こ
れ
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
、
市
と
国
か

ら
助
成
を
受
け
て
い
る
地

域
高
齢
者
社
会
参
加
促
進

事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。

こ
ん
平
さ
ん
の
楽
し
い
話

し
に
会
場
は
、
六
百
人
を

超
え
る
皆
さ
ん
の
笑
い
声

で
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

／
８
・
９

栃
尾
高
校
橡
峰
祭

し
ょ
う
ほ
う
さ
い

11

善
昌
寺
保
育
園
の
園
児
が
モ
デ
ル
な
ど
で
参
加

最
後
ま
で
参
集
者
を
笑
わ

せ
て
く
れ
た
こ
ん
平
さ
ん

アルビレックス新潟
11／14小･中学生にサッカーを指導

美
し
い
心
と
清
ら
か
な
心
を
育
て
よ
う

／
２

栃
尾
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
11

と
ち
お
花
企
画
は
、
今
年
も
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
を
「
お
り

な
す
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
県
内

最
多
を
誇
る
第
十
一
回
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
は
、
花
苗
を
配
布
し
た
九

十
団
体
か
ら
五
十
一
団
体
が
応
募
。

団
体
の
部
、
学
校
の
部
、
保
育
所

（
園
）
の
部
ご
と
に
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
優
良
賞
、
努
力
賞
、
特

別
賞
の
各
賞
が
三
十
一
団
体
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

団
体
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
一
之
貝
子
供
育
成
会

人
面
青
年
団
「
あ
け
ぶ
の
会
」
主
催
の
そ
ば
ま
つ
り
が
、

お
り
な
す
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
回
目
を
迎
え
た

今
年
は
、
悪
天
候
で
客
の
入
り
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

開
店
後
間
も
な
く
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
。

会
場
は
新
そ
ば
、
天
ぷ
ら
、
だ
し
汁
、
薬
味
な
ど
の
香
り

に
包
ま
れ
、
そ
ば
を
す
す
る
音
も
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
大

勢
の
人
た
ち
で
か
き

消
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、

無
農
薬
の
薬
味
づ
く

り
を
老
人
会
が
担
当

し
、
子
供
た
ち
も
接

待
を
手
伝
う
な
ど
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

※
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
団
体
の
部
…
一
之
貝
子
供
育

成
会

▽
学
校
の
部
…
荷
頃
小

学
校

▽
保
育
所
（
園
）
の
部

…
白
山
保
育
所

美しい花いっぱい写真展に見入る
コンクール参加者たち

ジュニアにリフティン
グを指導

11／３人面そばまつり

新そばの香りと味を堪能する
そばファン 県

花
い
っ
ぱ
い
連
盟
の
理
事

で
毎
年
審
査
員
を
務
め
て
い
る

小
林
正
夫
さ
ん
は
、
「
年
配
の

人
た
ち
が
、
一
生
懸
命
孫
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
敬

服
し
ま
し
た
。
花
を
育
て
る
こ

と
に
よ
り
心
を
育
て
、
愛
を
大

き
く
し
ま
す
。
栃
尾
は
、
や
さ

し
い
心
で
花
い
っ
ぱ
い
の
輪
が

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
講

評
し
て
い
ま
し
た
。

園児がモデルで登場し
たファッションショー

11
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田舎の親類村・元気野菜駅
11／10＜菅畑区＞

郵
便
利
用
者
の
会

／

守
門
の
里
に
記
念
品
贈
呈
11

12

市
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
子

ど
も
映
画
祭
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
か
ら

良
い
映
画
を
子
ど
も
と
保
護

者
か
ら
見
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
考
え
で
企
画
さ
れ
た
も

の
。
今
回
上
映
さ
れ
た
『
モ

ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
』
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
の
映
画

で
、
会
場
を
い
っ
ぱ
い
に
し

た
子
供
た
ち
は
、
楽
し
そ
う

に
映
画
を
見
て
い
ま
し
た
。

刈
谷
田
川
漁
協
の
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
大
会
が
、

約
百
五
十
人
の
太
公
望
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
五
十
�
以
上
の
大
物
十
匹
を
含
む

三
百
五
十
�
の
ニ
ジ
マ
ス
が
小
向
か
ら
赤
谷

ま
で
の
刈
谷
田
川
に
放
流
さ
れ
、
午
前
七
時

の
開
始
の
合
図
と
同
時
に
次
々
に
釣
り
上
げ

た
参
加
者
は
、
「
こ
れ
で
今
晩
の
酒
の
肴
は

さ
か
な

大
丈
夫
」
と
ご
満
悦
。
こ
の
日
釣
り
上
げ
ら

れ
た
一
番
の
大
物
は
、
三
十
九
�
で
し
た
。

栃
尾
郵
便
利
用
者
の
会
（
鈴
木
義
政
会
長
）
は
、
守
門

の
里
に
紙
パ
ッ
ク
不
要
の
サ
イ
ク
ロ
ン
式
掃
除
機
二
台
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
社
会

と
郵
便
局
と
の
連
携
強

化
の
一
環
と
し
て
、
毎

年
社
会
福
祉
施
設
へ
介

護
用
品
な
ど
を
贈
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
矢
沢

園
長
は
、｢

施
設
が
広
い

た
め
大
変
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

／

（
市
民
会
館
）

子
ど
も
映
画
祭

11

16

『
モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク
』
を
鑑
賞

11／10ニジマス釣り大会

東
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
親
子
で

憧
れ
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
聴
こ
う
と
、

上
塩
在
住
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
八
百

板
正
己
さ
ん
を
招
い
て
、
お
り
な
す

で
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
親
子
約
五
十
人
と
教
職

員
が
集
い
、
二
段
の
鍵
盤
と
音
色
の

異
な
る
三
種
類
の
弦
が
七
種
類
の
音

色
を
弾
き
分
け
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
演
奏

に
魅
了
さ
れ
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十

八
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
音
楽
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

チェンバロが奏でる不思議な音色で
未知の世界の雰囲気が漂う会場

十
一
月
十
日
、

市
民
会
館
で
と

ち
お
音
楽
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
南
小
学

校
六
年
生
に
よ

る
和
太
鼓
を
皮

切
り
に
栃
尾
混

声
合
唱
団
、
こ

ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
教
室
の
児
童
合
唱
、
エ
レ
キ
バ
ン
ド
グ
ル
ー

プ｢

ザ
・
ク
リ
ケ
ッ
ツ｣

、
栃
尾
東
小
学
校
器
楽
ク
ラ
ブ
（
表
紙)

、

栃
尾
南
小
学
校
音
楽
ク
ラ
ブ
の
リ
コ
ー
ダ
ー
、
電
子
大
正
琴
の
会

の
皆
さ
ん
ら
が
演
奏
を
披
露
。
最
後
を
飾
っ
た
刈
谷
田
中
学
校
吹

奏
楽
部
と
栃
尾
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
に
は
、
観
客
か

ら
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
か
け
ら
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
る
と
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

田
舎
の
親
類
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る

菅
畑
区
は
、
Ｊ
Ａ
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
元
気
野

菜
駅
を
開
催
。
十
二
回
目
の
今
年
も
、
開
店

を
待
ち
わ
び
る
人
た
ち
が
朝
か
ら
訪
れ
、
採

れ
た
て
新
鮮
野
菜
は
見
る
見
る
う
ち
に
な
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お
昼
に
は
モ
ミ
殻
で

炊
い
た
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、

心
温
ま
る
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

映
画
を
楽
し
む
会
場
い
っ
ぱ

い
の
子
供
た
ち

味が自慢の地元産野菜が
所狭しと並ぶ元気野菜駅

思い思いのポイントに
釣り糸をたれる太公望

とちお音楽祭
東
谷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
化
事
業

チ
ェ
ン
バ
ロ
演
奏
会

11
／
10

贈
呈
す
る
鈴
木
会
長

最後を飾った刈中吹奏楽部
とウインドアンサンブル
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地
方
交
付
税 

市
　
　
　
税 

繰
　
越
　
金 

国
庫
支
出
金 

県
支
出
金 

諸
　
収
　
入 

分
担
金
負
担
金 

市
　
　
　
債 

繰
　
入
　
金 

そ
　
の
　
他 

予　算　額 

収入済額 

40
億
９
、

億
９
、０
０
０
万
円

０
０
０
万
円 

16
億
７
、５
０
７
万
円 

10
億
１
、９
１
１
万
円 

17
億
７
、３
５
３
万
円 

１
５
０
万
円 

６
、３
１
５
万
円 

６
、１
６
８
万
円 

31
億
９
、

億
９
、９
５
９
万
円

９
５
９
万
円 

40
億
９
、０
０
０
万
円 

31
億
９
、９
５
９
万
円 

８
億
８
、６
５
５
万
円 

７
億
２
、６
８
２
万
円 

９
億
３
、２
７
２
万
円 

３
億
３
、１
５
６
万
円 

４
億
８
、６
８
２
万
円 

１
億
９
、６
３
０
万
円 

３
億
５
、４
５
８
万
円 

６
億
０
、８
５
０
万
円 

２
億
６
、５
２
４
万
円 

13
億
６
、５
８
０
万
円 

０
円 

1 
億
０
、７
１
５
万
円 

寒
かん

精
しょう

進
じん と　き：12月22日M午後３時～

ところ：塩新町集落内・塩谷川
問合せ：寒精進保存会（佐藤）

152-9341
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土
　
木
　
費 

民
　
生
　
費 

商
　
工
　
費 

公
　
債
　
費 

教
　
育
　
費 

総
　
務
　
費 

農
林
水
産
業
費 

衛
　
生
　
費 

消
　
防
　
費 

そ
　
の
　
他 

予　算　額 

執行済額 

22
億
６
、

億
６
、３
６
８
万
円

３
６
８
万
円 

16
億
４
、６
３
１
万
円 

18
億
３
、

億
３
、４
７
６
万
円

４
７
６
万
円 

10
億
２
、７
４
１
万
円 

10
億
８
、９
６
９
万
円 

16
億
６
、

億
６
、５
３
１
万
円

５
３
１
万
円 

22
億
６
、３
６
８
万
円 

18
億
３
、４
７
６
万
円 

16
億
６
、５
３
１
万
円 

12
億
０
、８
６
６
万
円 

11
億
８
、４
４
２
万
円 

６
億
８
、６
３
９
万
円 

６
億
８
、１
５
５
万
円 

８
億
５
、０
０
９
万
円 

８
億
５
、６
２
９
万
円 

４
億
３
、４
９
０
万
円 

４
億
４
、２
４
７
万
円 

１
億
９
、５
２
１
万
円 

１
億
６
、９
０
８
万
円 

３
億
９
、１
５
４
万
円 

３
億
４
、１
３
１
万
円 

１
億
９
、２
４
７
万
円 

５
億
３
、５
０
６
万
円 

青少年のための
科学の祭典2002新潟県大会

と　き：12／14S・15M10時～　入場無料
ところ：新発田市カルチャーセンター

内　容：マジックショーなど
問合せ：実行委員会事務局1025-280-5244



ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
ご

み
の
焼
却
に
伴
っ
て
発
生
す
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
を
削
減
す
る
た
め
の
工

事
を
、
環
境
省
の
補
助
事
業
に
よ
り

昨
年
七
月
か
ら
総
事
業
費
約
四
億
二

千
万
円
で
進
め
、
十
月
八
日
、
「
火

入
れ
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
繊
維
屑
焼
却
炉
も
経
済
産

業
省
の
補
助
事
業
に
よ
り
約
一
億
二

千
万
円
を
費
や
し
今
年
七
月
か
ら
工

事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
十
二
月
か
ら
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
で
焼
却

炉
か
ら
発
生
す
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

濃
度
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
、
規
定
数
値
に
適
合
さ
せ
る
た

め
の
工
事
で
す
。

一
般
ご
み
焼
却
炉
、
繊
維
屑
焼
却

炉
と
も
に
十
一
月
二
十
日
に
最
終
検

査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
国
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
発
生
濃
度
の
基
準
を
ク
リ

ア
し
、
運
転
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
吸
着
す
る
素

材
の
指
定
ご
み
袋
の
導
入
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
な
ど
、
環
境
対
策
に
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
ご
み
の
分
別
に
よ
る
減
量
化
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

14
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十
二
月
二
十
二
日
は
冬
至
。
一
年

を
通
し
て
最
も
昼
間
の
時
間
が
一
番

短
く
な
る
日
で
す
。

冬
至
は
、
太
陽
が
黄
道
（
太
陽
が

空
を
通
る
道
の
こ
と
）
の
最
も
低
い

位
置
に
来
た
と
き
で
す
。
黄
道
の
中

で
最
も
南
に
あ
る
点
を
冬
至
点
と
い

い
、
こ
こ
を
通
過
し
た
と
き
が
冬
至

に
な
り
ま
す
。

日
本
な
ど
の
北
半
球
で
は
、
日
の

出
か
ら
日
の
入
り
ま
で
の
太
陽
の
道

筋
が
一
年
中
で
最
も
短
く
な
り
ま
す
。

（
今
年
は
、
日
の
出
は
午
前
六
時
五

十
六
分
。
日
の
入
り
は
午
後
四
時
二

十
八
分
で
、
昼
間
は
九
時
間
三
十
二

分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
）

と
こ
ろ
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
調

べ
て
み
ま
す
と
、
日
の
出
が
も
っ
と

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

147

〜
太
陽
の
動
き
と
ゆ
ず
湯
〜

〈
冬
至
の
話
〉

も
遅
く
な
る
の
は
、
一
月
の
始
ま
り

か
ら
中
旬
こ
ろ
ま
で
の
約
半
月
間
で

す
。
ま
た
、
日
の
入
り
が
最
も
早
く

な
る
の
は
、
十
二
月
の
始
ま
り
か
ら

中
旬
こ
ろ
ま
で
の
約
半
月
間
と
な
る

の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
冬
至
を
境
に
日
が
長

く
な
る
た
め
、
古
来
よ
り
太
陽
が
よ

み
が
え
る
日
と
さ
れ
、
中
国
で
は
、

太
陽
の
運
行
の
出
発
点
が
冬
至
で
あ

り
、
暦
の
起
点
で
も
あ
り
ま
す
。
小

豆
の
粥
を
炊
い
て
、
疫
鬼
を
は
ら
っ

か
ゆ

え

き

き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
冬
至
を
祝
う
行
事
が
古
く
か
ら

あ
り
、
日
本
で
も
、
冬
至
は
「
一
陽

い
ち
よ
う

来
復
」
と
も
言
い
、
冬
が
終
わ
り
春

ら
い
ふ
く

が
来
る
こ
と
を
告
げ
る
日
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
冬
至
に
な
る
と
決
ま
っ
て

「
ゆ
ず
湯
」
に
入
る
と
い
う
家
庭
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
美
肌
効
果
が
あ
っ

た
り
、
冷
え
性
や
リ
ュ
ウ
マ
チ
に
効

い
た
り
、
体
が
温
ま
り
風
邪
を
ひ
か

な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
香
の
い
い
ゆ
ず
湯
は
、
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。
で
は
、
い
っ
た
い
な

ぜ
「
冬
至
に
ゆ
ず
湯
」
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
「
と
う
じ
」
と
い
う

読
み
に
関
係
が
あ
り
、
湯
に
つ
か
っ

て
病
を
治
す
「
湯
治
（
と
う
じ
）
」

に
か
け
て
あ
る
よ
う
で
す
。

荷
頃
小
学
校

田
邉

仁

太陽の動き

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

削
減
対
策
工
事
が
完
了

オ
ゾ
ン
層
を
守
る
た
め

フ
ロ
ン
回
収
を
進
め
ま
す

オ
ゾ
ン
層
が
フ
ロ
ン
な
ど
の
物

質
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
地
上
に
達
す
る
有
害

紫
外
線
の
量
が
増
加
し
、
人
の
健

康
な
ど
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
昨
年
六
月
二
十
二
日

に
公
布
さ
れ
た
「
特
定
製
品
に
係

る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の

実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律

（
フ
ロ
ン
回
収
破
壊
法
）
」
は
、

オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
や
地
球
温
暖
化

を
招
く
フ
ロ
ン
を
大
気
中
に
放
出

す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
ま
た
機
器

の
廃
棄
時
に
お
け
る
適
正
な
回
収

お
よ
び
破
壊
処
理
の
実
施
な
ど
を

義
務
づ
け
ま
し
た
。

本
法
律
に
基
づ
き
、
業
務
用
冷

凍
空
調
機
器
の
フ
ロ
ン
回
収
な
ど

は
、
昨
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

お
り
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
の
フ
ロ
ン

回
収
な
ど
は
、
十
月
一
日
か
ら
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

県
県
民
生
活
・
環
境
部

問
合
せ

環
境
企
画
課

０
２
５
‐
２
８

０
‐
５
３
３
９

環境
エコページ火

入
れ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

新
井
助
役

長岡地域福祉センター → 旧長岡保健所内に移り 地域福祉課に名称変更

３３－４９３７ ３３－４９３３FAX

長岡保健所 環境課 → 長岡総合庁舎１階に移転

３８－２５３１ ３８－２６７１FAX

西
川
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
か

ら
現
在
ま
で
市
議
会
議
員
在
職
二
十

三
年
。
そ
の
間
議
長
を
四
年
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
の
進
展
に
貢

献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
新
潟

県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

高
見
さ
ん
は
、
新
潟
県
麺
類
業
生

活
衛
生
同
業
組
合
常
務
理
事
、
同
組

新
潟
県
知
事
表
彰

合
栃
尾
支
部
長
を
永
年
務
め
ら
れ
、

支
部
組
合
員
ら
の
衛
生
設
備
指
導
や

衛
生
思
想
の
向
上
な
ど
に
貢
献
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
、
新
潟
県
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

西
川
さ
ん
は
、
栃
尾
市
母
子
保
健

推
進
員
と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
か

新
潟
県
母
子
保
健
推
進

協
議
会
功
労
者
表
彰

ら
現
在
ま
で
二
十
一
年
間
、
母
子
保

健
の
相
談
や
保
健
事
業
へ
の
参
加
意

識
向
上
な
ど
に
尽
く
さ
れ
て
き
ま
し

た
。こ

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
新
潟
県

母
子
保
健
推
進
協
議
会
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

月

日
、
市
民
駅
伝
大
会
が
行

11

10

わ
れ
ま
し
た
。
一
般
の
部
Ａ
２
チ
ー

ム
、
中
学
校
の
部
６
チ
ー
ム
は
、
刈

谷
田
中
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
上
塩
小

前
、
二
日
町
橋
、
下
塩
農
協
前
を
通

り
刈
谷
田
中
ま
で
の

・
１
�
。
一

17

般
の
部
Ｂ
３
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
５

チ
ー
ム
は
、
上
塩
小
前
を
ス
タ
ー
ト

し
、
刈
谷
田
中
ま
で
の
６
・
８
�
を

襷
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

た
す
き 第

回
市
民
駅
伝
大
会

43

▽
一
般
の
部
Ａ
（

・
１
�
）

17

長
岡
大
手
高
校(

分

秒
）

優
勝

55

27

※
大
会
新
記
録
、
一
区
で
原
崇

さ
ん
、
三
区
で
原
晃
太
さ
ん

が
区
間
新

（
１
時
間
７
分

秒
）

二
位

ポ
ン
コ
ツ
ク
ラ
ブ

14

▽
中
学
校
の
部
（

・
１
�
）

17
（
１
時
間
１
分

秒
）

優
勝

栖
吉
中
学

58

※
四
区
で
内
藤
悠
樹
さ
ん
が
区

間
新

（
１
時
間
４
分

秒
）

二
位

刈
谷
田
中
学
Ａ

24

（
１
時
間

分

秒
）

三
位

刈
谷
田
中
学
Ｂ

11

59

▽
一
般
の
部
Ｂ
（
６
・
８
�
）

Ｂ
ラ
ゲ
ッ
ツ
（

分

秒
）

優
勝

26

38

（

分

秒
）

二
位

ポ
ン
コ
ツ
ク
ラ
ブ

27

47

Ａ
ラ
ゲ
ッ
ツ
（

分

秒
）

三
位

29

09

▽
女
子
の
部
（
６
・
８
�
）

栖
吉
中
学

（

分

秒
）

優
勝

Ａ

27

52

栖
吉
中
学

（

分

秒
）

二
位

Ｂ

29

42

秋
葉
中
学

（

分

秒
）

三
位

Ａ

31

45

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
そ

れ
ぞ
れ
２
試
合
ず
つ
行
い
、
勝
っ
た

ら
２
点
を
加
算
し
、
勝
ち
点
で
順
位

を
決
定
。
８
チ
ー
ム

人
が
参
加
し

43

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

利
家
と
ま
つ
１

優

勝

利
家
と
ま
つ
２

二

位

う
ま
ぁ
〜
ず

三

位

第

回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

11

サ
ー
キ
ッ
ト

／

（
総
合
体
育
館
）

10

27

菅
田
さ
ん
は
、
長
剣
の
部
で
優
勝
。

各
部
門
の
優
勝
者
が
最
後
に
戦
う
グ

ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
で
も
優
勝

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
栃
尾
初
の
快
挙

で
す
。

家
庭
婦
人
の
健
康
な
心
身
の
保
持

増
進
な
ど
を
目
的
に
、
市
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
と
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
委
員
会
が
主
催
し
た
大
会
に
、

９
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

ほ
な
み

優

勝

マ
マ
レ
モ
ン

二

位

上
の
原
ク
ラ
ブ

三

位

第

回
全
日
本
ス
ポ
ー
ツ

28チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会

／

（
大
宮
武
道
館
）

11

10

さん菅田勝治
か つ は る

新 町
栃尾新風会

第
１
回
栃
尾
て
ま
り
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

／

（
総
合
体
育
館
）

11

10

15
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昭
和
五
十
年
か
ら
平
成
十
一
年
ま

で
市
議
会
議
員
と
し
て
五
期
二
十
年

在
職
し
、
そ
の
間
副
議
長
と
し
て
通

算
一
年
十
カ
月
市
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
農
業

委
員
と
し
て
通
算
十
四
年
九
カ
月
、

農
業
発
展
な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
十
一
月

三
日
の
秋
の
叙
勲
で
勲
五
等
双
光
旭

日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

多
田
進
吾
さ
ん
（
北
荷
頃
）

勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章

さん西川洋吉
（菅 畑）

さん高見幸一
（谷内１）

さん西川キヨ
（菅 畑）

優勝のほなみ

長岡健康福祉環境事務所
からのおしらせ

４月１日から長岡保健所と長岡地域福祉センターが統合され、長岡健康福祉環境事務

所となりました。名称・所在地などが変わりましたので確認ください。



今
年
の
道
路
除
雪
区
間
の
総
延
長

は
、
国
・
県
道
が
一
〇
一
・
三
�
、

市
道
が
二
〇
五
・
二
�
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

国
道
・
県
道
は
、
通
勤
な
ど
に
支

障
の
な
い
よ
う
、
主
要
幹
線
や
各
集

落
へ
の
幹
線
を
優
先
し
て
早
期
に
除

雪
す
る
計
画
で
す
。

市
道
の
除
雪
路
線
は
、
除
雪
す
る

主
要
幹
線
は
早
朝
除
雪通勤通学路を確保（早朝除雪）

優
先
順
位
で
第
一
種
か
ら
第
三
種
ま

で
の
区
分
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
種
路
線
…
バ
ス
路
線
、
通
勤
通

学
路
、
集
落
を
結
ぶ
幹
線
道
路

※
全
面
的
に
早
朝
除
雪
を
行
い
、

常
に
通
行
を
確
保
し
ま
す
。

第
二
種
路
線
…
第
一
種
路
線
以
外
の

主
要
な
道
路

※
第
一
種
路
線
の
通
行
を
確
保
し

た
後
、
可
能
な
範
囲
の
除
雪
を

行
い
ま
す
。

第
三
種
路
線
…
生
活
道
路

※
第
一
種
と
第
二
種
路
線
の
通
行

を
確
保
し
た
後
、
地
域
と
協
議

し
て
除
雪
を
行
い
ま
す
。

降
雪
の
状
況
に
よ
り
、
早
朝
除
雪

や
時
間
、
路
線
区
分
ど
お
り
の
除
雪

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
と
県
は
道
路
交
通
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

に
、
深
夜
や
早
朝
の
除
雪
体
制
を
と

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
除
雪
活
動

が
効
率
よ
く
行
え
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
路
上
の
違
法
駐
車
は
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
間
は
市
内
の
ほ
と
ん

ど
の
道
路
が
駐
車
禁
止
に
な
り
ま

す
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
家
庭
の
雪
は
道
路
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
後
の
家
庭
の
雪
は
、

市
や
県
で
は
片
づ
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
交
通
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
各
家
庭
で
必
ず
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

除
雪
車
は
大
型
の
た
め
、
運
転

席
か
ら
見
え
に
く
い
部
分
が
あ
り
、

近
づ
く
こ
と
は
と
て
も
危
険
で
す
。

◇
道
路
沿
い
の
大
切
な
も
の
に
は
赤

布
で
目
印
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
除
雪
で
壊
れ
や
す
い
も
の
に
は
、

防
護
の
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

除
雪
で
家
の
入
口
が
ふ
さ
が
る

こ
と
が
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
ル
ー
ル
を
守
っ
た
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

流
雪
溝
の
整
備
さ
れ
た
地
区
で

は
、
各
水
系
ご
と
に
「
流
雪
溝
対

策
協
議
会
」
を
結
成
し
、
各
地
区

ご
と
に
利
用
時
間
を
決
め
て
い
ま

す
。
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
と
雪

が
詰
ま
っ
て
水
が
溢
れ
る
な
ど
、

冬
期
の
水
害
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。雪

は
細
か
く
し
て
入
れ
る
、
決

め
ら
れ
た
時
間
に
利
用
す
る
な
ど

の
心
づ
か
い
で
、
流
雪
溝
の
機
能

を
最
大
限
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
流
雪
溝
の
ふ
た
は
必
ず
閉
じ
て
く

だ
さ
い
。

流
雪
溝
の
利
用
も
慣
れ
て
く
る

と
、
つ
い
注
意
を
怠
り
が
ち
で
す
。

お
こ
た

転
落
事
故
は
死
に
つ
な
が
り
ま
す
。

作
業
の
休
憩
時
や
終
了
時
に
は
、

必
ず
ふ
た
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

※

除
雪
車
が
、
流
雪
溝
の
ふ
た
を

引
っ
掛
け
て
破
損
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ふ
た
は
完
全
に

流
雪
溝
の
有
効
利
用

閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
の
安
全
の
た
め
に
、
通
学

路
を
中
心
に
歩
道
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
歩
道
を
冬
期
間
で
も
安
心

し
て
通
れ
る
よ
う
に
、
歩
道
除
雪
を

行
っ
て
い
ま
す
。

除
雪
区
間
の
延
長
は
、
国
・
県
道

が
九
・
三
�
、
市
道
が
八
・
四
�
で
、

総
延
長
で
は
一
七
・
七
�
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

歩
道
も
除
雪

16
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と
ち
お
の

体
制
は
万
全
で
す

除
雪

〜
除
雪
と
流
雪
溝
の
利
用
に
ご
協
力
を
〜

今
年
は
例
年
に
な
い
早
い
降
雪
と
な
り
ま
し
た
。で
も
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。雪
国
の
宿
命
と
も
言
え
る
雪
対
策
に
、

市
と
県
は
道
路
除
雪
を
中
心
と
し
た
、雪
の
克
服
に
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ス
ム
ー
ズ
な
雪
処
理
な
ど
に
よ

り
、冬
を
快
適
に
過
ご
す
に
は
、市
民
総
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
が
大
切
で
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歩行者の安全を確保（歩道除雪）

除 雪 作 業 の
問 い 合 わ せ
市道は
栃尾市役所建設課

52‐5825
国道および県道は
長 岡 土 木 事 務 所

38‐2621

安全運転のお願い
冬の道路はスリップしやすく危険です。

｢スピードを出しすぎないよう｣安全運転を心がけてください。

助
成
金
は
、

自
治
総
合
セ
ン
タ

（財）

ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
活

用
に
よ
り
、
市
を
通
じ
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

｢

ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
あ
き
ば
」
の
敷

地
内
に
設
置
さ
れ
た
遊
具
は
、
す
べ

り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
、
シ
ー
ソ
ー
、
ベ

ン
チ
な
ど
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
新
た

に
転
入
し
て
き
た
住
民
と
、
従
来
か

ら
居
住
し
て
い
た
住
民
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
が
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
深
ま
り
ま
し
た
。

吹
谷
で
は
、
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン

の
設
置
に
よ
り
地
上
で
の
安
全
な
吹

鳴
操
作
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
除
雪
機
の
導
入
で
冬
期
間
の
住
宅

周
囲
の
避
難
路
確
保
が
簡
単
に
な
り
、

雪
に
対
す
る
不
安
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

17
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ガスと安全
申込締切

平成15年２月10日

②
潜
熱
回
収
熱
交
換
器
を
備
え
、
熱
効
率
が

九
〇
％
以
上
で
あ
る
こ
と

③
給
湯
能
力
が
六
〇
号
以
下
で
あ
る
こ
と

補
助
金
の
条
件
を
満
た
す
給
湯
器
は
、
従

来
の
製
品
よ
り
価
格
が
高
く
、
し
か
も
工
事

費
を
伴
う
た
め
、
増
加
分
の
半
額
を
補
助

（
上
限
四
万
八
千
円
）
し
ま
す
。
設
置
費
は

や
や
高
く
て
も
、
毎
日
使
う
燃
料
が
少
な
く

て
済
む
の
で
、
長
い
目
で
見
れ
ば
有
利
で
す
。

補
助
金
の
申
請
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ

と
は
、
公
認
工
事
店
ま
た
は
ガ
ス
水
道
局
・

‐
５
８
２
６
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

52

「
ド
リ
ー
ム
ハ
イ
ツ
あ
き
ば
」
の
遊
具

ス
の

排
出
量
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

最
新
の
ガ
ス
給
湯
器
は
熱
効
率
が
高
く
消
費

燃
料
が
少
な
く
て
済
み
、
結
果
と
し
て
炭
酸

ガ
ス
の
排
出
量
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
庭
用
の
分
野
で
も
、
環
境
に
や
さ
し
い

熱
効
率
の
高
い
ガ
ス
給
湯
器
を
新
た
に
設
置

す
る
場
合
は
、
補
助
金
（
先
着
順
）
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
給
湯
器
が
補

助
対
象
で
す
。

①
都
市
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
こ
と

補
助
対
象
ガ
ス
給
湯
器

、

吹谷に導入された除雪機 楽しく遊具で遊ぶ子供たち

吹
谷
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
と
除
雪
機
に

助
成
金
を
支
給

わ
が
家
の
防
災

ス
ト
ー
ブ
がの

火
事

原
因

○
周
囲
の
洗
濯
物
な
ど
に
火
が
つ
い

た
。

○
近
く
の
カ
ー
テ
ン
や
建
具
、
家
具

に
火
が
つ
い
た
。

○
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
に
置
い
た
ら
破
裂
し
た
。

○
給
油
し
て
こ
ぼ
れ
た
灯
油
に
火
が

つ
い
た
。

○
灯
油
と
ガ
ソ
リ
ン
を
間
違
っ
て
給

油
、
数
分
後
に
出
火
。

こ
ん
な
と
き
あ
な
た
は
ど
う
し
ま

す
か
。
事
前
に
対
策
を
講
じ
、
防
火

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い

も
の
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
置
か

な
い
。
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
。

●
ス
ト
ー
ブ
を
カ
ー
テ
ン
や
家
具
に

近
づ
け
な
い
。

●
給
油
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消

し
て
か
ら
行
う
。

●
石
油
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
は
閉
ま

っ
て
い
る
か
、
必
ず
確
認
す
る
。

防

火

対

策

●
点
火
時
に
灯
油
が
こ
ぼ
れ
て
い
な

い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

●
部
屋
を
離
れ
る
と
き
は
ス
ト
ー
ブ

を
消
す
。

◎
防
炎
製
品
に
は
防
炎
加
工
を
施
し

た
障
子
紙
が
あ
り
ま
す
。

◎
安
全
暖
房
器
具
に
は
誤
っ
て
倒
し

た
と
き
や
異
常
に
加
熱
し
た
場
合

に
自
動
消
火
す
る
も
の
、
熱
源
が

露
出
し
て
い
な
い
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
の
際

の
熱
ま
た
は
煙
を
感
知
し
、
警
報

音
で
知
ら
せ
ま
す
。

◎
住
宅
用
消
火
器
に
は
「
ス
ト
ー
ブ

火
災
適
応
」
な
ど
、
適
応
す
る
火

災
の
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。

住
宅
用
防
災
機
器
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

第22回栃尾市少年少女
ミニバスケットボール

申込み・問合せ：１月14日（火）までに

総合体育館内大会事務局 ５２－５５７１

と き：１月26日（日）競技９時～

ところ：総合体育館



市
役
所
は

月

日

か
ら
来
年
１

12

28

（土）

月
５
日

ま
で
、
各
施
設
を
含
め
年
末

（日）

年
始
の
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
急
用
の
場
合

休
み
期
間
中
に
死
亡
届
な
ど
、
急

用
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
市
役
所

当
直
担
当
者
（
市
役
所
１
階
当
直
室

に
常
勤
）
に
届
出
く
だ
さ
い
。

52

○
ガ
ス
・
水
道
の
故
障

ガ
ス
水
道
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間
体
制
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

24

52

○
清
掃
業
務

ゴ
ミ
収
集
や
、
し
尿
く
み
取
り
な

ど
の
業
務
は
左
の
表
の
よ
う
に
休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
燃
え
る
ゴ
ミ
や
家
庭
か
ら
出
た
廃
家

電
製
品
な
ど
を
、
直
接
楡
原
地
内
の

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込

ま
れ
る
人
は
、
左
上
の
表
に
よ
り
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
収
集
は
、
左
上
の

表
に
よ
り
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
は
６
日

か
ら
収
集
し
ま
す
。

（月）

環
境
衛
生
課

‐
２
４
７
７

53

○
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

年
末
に
な
る
と
、
く
み
取
り
業
務

が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
予
定
の
あ
る

人
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
ク
リ
ー
ン
栃
尾

０
９
０
‐
２
５

６
７
‐
８
０
６
２

▽
協
和
衛
生
社

‐
３
４
３
２

52

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

※

月
末
日
中
に
売
買
契
約
が
結
ば
れ

12て
も
、
所
有
権
移
転
登
記
が
翌
年
の

１
月
以
降
に
な
っ
た
場
合
は
、
新
年

度
の
固
定
資
産
税
は
旧
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

家
屋
の
移
動
届
は

月

日
ま
で
に

12

27

適
正
か
つ
公
正
な
課
税
の
た
め
に
次

の
よ
う
な
場
合
は
、

月

日
ま
で
に

12

27

税
務
課
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
家
屋
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
と
き
。

�
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
売
買

な
ど
で
所
有
権
を
移
し
た
と
き
。

�
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き
。

税
務
課
資
産
税
係

届
出
・
問
合
せ

52

和
食
の
マ
ナ
ー
を
習
い
ま
す
。

月

日

時

分
〜

と

き

12

13

（金）
11

30

13

時

分
30

ら
く
味
（
谷
内
通
り
）

と
こ
ろ

人
（
先
着
順
）

定

員

10五
千
円
（
食
事
代
・
テ
キ
ス

参
加
費

ト
代
込
み
）
申
込
時
納
入

小
澤
輝
見
子
さ
ん

講

師

公
民
館

‐
２
０
２
０

申
込
み

52

公
民
館

和
食
の
マ
ナ
ー
講
座

18
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市
役
所
年
末
年
始
の
休
み

／

〜
１
／
５

12

28
(土)

（日）

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
相
談

○

月

日

午
前

時
〜

時
、
午
後

12

18

（水）

10

12

１
時
〜
３
時

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
行
政
相
談

○

月

日

午
前

時
〜
午
後
３
時

12

24

（火）

10

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日
午
前

時
〜
午
後
３
時

10

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

談

□
青
少
年
問
題
相

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

◆清掃業務年末年始予定表

リサイクル し尿くみクリーンセ

品収集 取りゴミ収集 ンター直接
持ち込み

収集します 午前中受付 収集します12/28
休み(土) (土曜日の収集 (土曜日の収します

区域のみ) 集区域のみ)午後休み

休み 休み 休み 休み12/29
(日)

収集します 午前中収12/30 午前８時3 0
集します(月) (月曜日の収集 分～午後４ 休み
午後休み区域のみ) 時まで受付

午前中受付12/31 収集します
休み 休み(火) (火曜日の収集 します

午後休み区域のみ)

休み 休み 休み 休み１/１
(水)

休み 休み 休み 休み１/２
(木)

収集します１/３
休み 休み 休み(金) (金曜日の収集

区域のみ)
収集します 午前中受付１/４

休み 休み(土) (土曜日の収集 します
午後休み区域のみ)

休み 休み 休み 休み１/５
(日)
◎｢午前中｣は、朝８時30分からお昼の12時までです

12 12 ( ) 30 ( )月 日 木 ～３月 日 日

栃尾市出身の画家椿悦至と富
川潤一の油彩画小作品約40点を
展示します。
旅先や日常生活の中で気軽に

描いた風景や静物、習作等から
は、各作家の普段の一面が感じ
られ、大作とは違った魅力をお
楽しみいただけると思います。
全作品が今回初展示となります
ので、どうぞこの機会にご覧く
ださい。

一般200円、大高生150入館料
円、中・小生100円

※開館時間9:00～17:00（発券は
16:30まで） 月曜休館

栃尾市美術館 ５３‐問合せ
６３００

おしらせ

など今月の税金

納期１月6日

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(14.10.16～14.11.15)

寄付御礼

▼
増
井

和
弘
さ
ん
…
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

「
お
り
な
す
」
に
展
示
す
る
木
枠
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

常設展�栃尾市美術館

椿悦至・
富川潤一小品展

‐
２
１
５
１

‐
５
８
２
６

年末の交通事故防止運動 12月11日（水）～31日（火）

「年の暮れ はやる心に ひそむ事故」
・飲酒運転の追放

運動の重点
・高齢者の交通事故防止

‐
５
８
３
７

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
室
は
「
ギ

ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お
」
と
し
て
芸
術
、
文

化
、
趣
味
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
や
同
好
会

が
活
動
発
表
す
る
場
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。

利
用
は
登
録
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
平
成

年
度
か
ら
利
用
を
希
望

15

す
る
団
体
は
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

月

日

ま
で

申
込
み
・
問
合
せ

12

27

（金）

に
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

利
用
の
ご
案
内

１
月

日
〜
４
月

日
の
金

と

き

10

25

曜
日
、

時

分
〜

時

分

13

30

14

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

中
高
年
向
き
の
体
操

内

容

川
本
朝
子
さ
ん

指

導

月
額
千
円

参
加
費

体
操
の
で
き
る
服
装
と
運
動
靴

持
ち
物

そ
よ
か
ぜ
運
動
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

そ
の
他

そ
よ
か
ぜ
運
動
ク

申
込
み
・
問
合
せ

ラ
ブ

‐
２
２
１
５(

原
町
・
稲
田)

52
月

日

開
演

時

と

き

12

15

（日）

14

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り

と
こ
ろ

な
す
」
て
ま
り
ホ
ー
ル

「
出
会
い

ふ
れ
あ
い

感

テ
ー
マ

動
」

無

料

入
場
料

社
会
福
祉
協
議
会

‐
５
８

問
合
せ

52

９
５ 手

話
ニ
ー
ス

で
お
な
じ
み

NHK

845

｢

丸
山
浩
路｣

講
演
会

月

日

�

時
〜

時

と

き

12

14

（土）

10

12

分
�

時

分
〜

時

30

13

30

16

長
岡
市
立
中
央
図
書
館
（
長

と
こ
ろ

岡
市
学
校
町
１
‐
２
‐
２
）

無

料

入
場
料

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

問
合
せ33

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
考
え
よ
う

｢

青
の
塔｣

映
写
会

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

1 縫製および裁断
スタッフ　　 織物業 大野町　 1 18～50

119,600～
156,400

8:30～17:30

2 製造組立　　　　自動車部品製造業 北荷頃　 1 18～45
111,780～
111,780

9:00～18:00

3 織布工　　　　　織物業 仲子町　 1 30～55
153,000～
180,000

8:30～18:00

4 マッサージ・
鍼・灸師　　 診療所 東ケ丘　 5 18～40

153,800～
230,700

8:00～17:20 あんま・マッサージ

5 薬剤師　　　　　医薬品小売業 新栄町　 2 23～40
230,000～
430,000

7:30～17:00 薬剤師　　　　　　　

6 グラフィックデ
ザイン・Ｄ デザイン業 表　町　 1 18～

150,000～
300,000

8:30～18:00 １種普通免許　　　　

7 販売員　　　　　
鮮魚、青果卸小
売業

表　町　 1 25～35
140,000～
145,000

8:00～17:00

8 ダンプオペレー
ター　　　 土木工事業 人　面　 2 30～45

200,000～
230,000

8:00～17:00 １種大型免許　　　　

9 プレス、縫製　　織物業 天下島　 1 20～40
125,000～
150,000

8:00～17:00

10 デリバリー要員　織物業 小　貫　 5 20～45
89,760～
119,680

9:00～18:00

11 外装組立　　　　木造建築工事業 天下島　 1 18～40
192,000～
240,000

8:00～17:00 １種普通免許　　　　

12 生産管理要員　　自動車部品製造業 北荷頃　 1 20～35
156,000～
170,000

8:20～17:20

13 組立梱包　　　　民生用電気機器製造業 楡　原　 2 18～45
117,600～
120,000

8:15～17:15

14 とび工　　　　　木造建築工事業 天下島　 1 20～40
192,000～
240,000

8:30～17:30 １種普通免許　　　　

15 土木作業員　　　土木工事業 下樫出　 1 20～60
192,000～
264,000

8:00～17:00 １種普通免許　　　　

16 織布員（二交替） 織物業 谷　内　 5 18～50
147,800～
197,800

9:00～18:00

17 整経　　　　　　織物業 谷　内　 1 18～50
152,710～
180,710

9:00～18:00

18 土木作業員　　　土木工事業 人　面　 1 不問
187,500～
187,500

7:45～17:00 １種大型免許　　　　

19 修整員および運転手　　　　 織物業 新栄町　 1 20～30
140,000～
170,000

8:00～17:00 １種大型免許　　　　

20 美容師　　　　　美容業 表　町　 2 20～35
135,000～
220,000

8:00～18:00 美容師　　　　　　　

21 美容師　　　　　理、美容業 吉　水　 1 20～40
130,000～
200,000

9:30～18:00 美容師　　　　　　　

22 織布工　　　　　織物業 滝の下町　 1 18～55
147,000～
177,000

7:00～16:00

23 ミシンオペレーター　　　 織物業 大　町 2 45～
128,800～
160,000

9:00～18:00

24 登録訪問介護員　協同組合 栄　町　 2 25～55
100,000～
150,000

9:00～18:30 ２級ホームヘルパー　

25 介護支援専門員　介護、サービス業 平　　 1 25～45
170,000～
230,000

9:00～18:30 １種普通免許　　　　

26 販売員　　　　　カメラ、カメラ用品小売業 栄　町　 2 不問
150,000～
200,000

9:00～18:30 １種普通免許　　　　

27 タクシー運転手　一般乗用旅客運送業 大　町　 1 20～
138,400～
138,400

8:10～17:00 ２種普通免許　　　　

28 美容師　　　　　美容業 谷　内　 1 18～30
140,000～
140,000

8:30～17:30 美容師　　　　　　　

29 一般土木作業員　土木工事業 宮　沢　 1 23～60
192,000～
312,000

8:45～18:45

30 縫製　　　　　　織物業 天下島　 1 20～40
125,000～
150,000

5:00～14:00

31 ソ－イングスタッフ　　　 織物業 大野町　 2 18～50
119,600～
156,400

8:30～17:30

32 縫製工（婦人服） 織物業 山田町　 2 18～45
135,191～
204,002

22:00～ 5:30

33 織機調整工　　　織物業 滝の下町　 5 20～60
146,900～
226,900

8:30～17:30

34 綾通し工　　　　織物業 谷　内　 1 27～40
124,800～
144,000

8:30～17:30

35 現場事務員　　　織物業 東　町　 1 20～45
117,300～
140,300

9:00～18:00

36 介護員　　　　　介護、サービス業 平　　 1 30～45
127,000～
155,000

8:30～17:30 １種普通免許　　　　

37 プレス作業員　　織物業 東　町 1 18～50
117,300～
161,000

8:30～17:30

38 現場事務員　　　　織物業 東　町　 3 20～45
117,300～
140,300

9:00～17:00

39 介護員　　　　　介護、サービス業 平　　 2 30～45
127,000～
155,000

8:00～17:10 １種普通免許　　　　

40 ミシンオペレーター　　　 婦人服縫製業 平　 2 18～35
117,000～
148,500

8:00～18:00

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成14年11月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー

‐
４
９
３
１

19



テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
、
た

だ
し
年
末
年
始
を
除
く
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

１
月
５
日
ま
で

上
手
に
お
酒
と
付
き
合
い
ま
し
ょ
う

月
６
日
〜

日

１

20

油
断
大
敵
、
風
邪

月

日
〜

１

21
確
定
申
告
で
戻
る
税
金

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み
ご

と
・
心
配
ご
と
の
相
談
を
、
無
料
で
お

お
年
寄
り
のよ
ろ
ず
相
談

28-4111ところ・問合せ
アンサンブル・リリック弦楽コンサート▽

１月13日(祝)14:00～と き
リリックホール 29-7711ところ・問合せ

【小千谷市】
浅原神社除夜の花火▽

12月31日(火)23:45～と き
浅原神社境内(片貝町)ところ
小千谷市片貝支所 84-2026問合せ

【見附市】
ベートーヴェン第九演奏会▽

12月22日(日)14:00～と き
文化ホール 63-3830ところ・問合せ

【与板町】
さいの神▽

１月12日(日)と き
町民体育館脇ところ
教育委員会 72-3945問合せ

【出雲崎町】
飴市の獅子舞▽

１月11日(土)と き
住吉町ところ
企画振興課 78-3111問合せ

【山古志村】
スキー・子供の日▽

１月19日(日)と き
古志高原スキー場 59-ところ・問合せ

3500

新
た
に
成
人
式
を
迎
え
る
「
は
た

ち
」
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
１
月
１
日
か
ら
２
月

日
28

ま
で
全
国
一
斉
に
、
「
は
た
ち
の
献

血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
新
成
人
の
記
念
に
、
皆

さ
ん
の
善
意
で
献
血
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
献
血
バ
ス１

月

日

時
〜

時

と

き

16

（木）
10

12

分
・

時

分
〜

時

分

30

13

30

15

30

市
民
会
館

と
こ
ろ

保
健
福
祉
課

‐
５
８

問
合
せ

52

３
６

◎
長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

年
中
無
休
（
大
晦
日
、
元

と

き
旦
は
休
み
）
９
時

分
〜

時

30

17

長
岡
市
喜
多
町
１
１
１
３

と
こ
ろ

０
１
２
０
‐
０
５
６
３

問
合
せ

ﾌﾘｰ

３
９

=

※
成
分
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

｢

は
た
ち
の
献
血｣

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

年
末
年
始
は
、
お
歳
暮
や
お
年
賀

な
ど
贈
り
物
の
多
く
な
る
季
節
で
す
。

し
か
し
、
政
治
家
と
有
権
者
の
間

で
は
、
話
は
別
で
す
。

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対

し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
・
暑
中
見
舞
状

な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
、

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法

で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
寄
付
に
つ
い
て
は
違
反
を

す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
寄
付
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
賀
状
な
ど
の
挨
拶
状
や

政
治
家
の

さ
れ
て
い
ま
す

寄
付
は
禁
止

お
金
の
か
か
ら
な
い
政
治
の
た
め

に
、
年
賀
状
の
欠
礼
に
理
解
と
寄
付

禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

相談種別 相談時間 相談日

毎週月曜日～金曜日よろず相談 9 00～17 00: :

専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日

休 み医 療 13 30～15 30: :

14 00～16 00 第３水曜日痴 呆 : :

13 30～15 30 第１火曜日公的年金･公的保険 : :

10 00～12 00 第１金曜日税 金 : :

10 00～16 00 第２木曜日健康・介護 : :

※法律相談については、１月13日(祝)は休みます

死者 傷者交通事故
11月 7件

14年累計 94件

1 人

2 人

8人

114人

～ 年の瀬、無事故で１年を締めくくり、
新しい年を迎えましょう ～

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

平成14年

12.18

くん諸橋 友也
と も や

（文 納）
12月11日
３歳児

健診会場で

□乳幼児健診
保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町２－２－23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健診
では、歯科健診がありますので
健診前に歯を磨いておいてくだ
さい。また、希望者にフッ素塗
布を実施します。

※母子手帳、問診票を忘れずに
持参してください。

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

対象者生年月種 類 月 日
ツベルクリン反応検査 １月28日(火) 14.９～14.10
判 定 ・ Ｂ Ｃ Ｇ １月30日(木) 14.９～14.10

※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測っていただきます）
※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読ん
できてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康
について相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
１月28日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時

◎子育てについて相談のある人は、おいでください。
保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
１月22日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
準備の都合上、事前に保健福祉課までご連絡く
ださい。 52-5836 内線287

□心の悩み精神保健相談
１月10日（金）午後１時30分～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町２－２－23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 33-4931問合せ ▼

※事前にご予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
４ カ 月 児 健診 １月14日(火) 14年９月生まれ
７ カ 月 児 健診 １月10日(金) 14年６月生まれ
１歳６カ月児健診 １月９日(木) 13年７月生まれ

１月15日(水) 12年７月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 １月15日(水) 12年１月生まれ
３ 歳 児 健 診 １月８日(水) 11年８月生まれ

市役所 年末年始の休み
12月28日(土)～１月５日(日)

市
役
所
は

月

日

か
ら
来
年
１
月
５
日

12

28

（土）

ま
で
、
各
施
設
を
含
め
年
末
年
始
の
休
み
と

（日）さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
施
設
に
よ
っ
て
は
休
館
日
な
ど
の
関

係
で
、
休
み
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

施

設

名

年
末
年
始
の
休
み

市
役
所
お
よ
び
各
施
設

／

〜
１
／
５

12

28

市
民
会
館
、
美
術
館
、

総
合
体
育
館
、
公
民
館

／

〜
１
／
３

12

29

図
書
室
、
お
り
な
す

休
み
期
間
中
に
死
亡
届
な
ど
、
急
用
が
発

生
し
た
場
合
は
、
市
役
所
当
直
担
当
者
（
市

役
所
１
階
当
直
室
に
常
勤
）
に
届
出
く
だ
さ
い
。

○
急
用
の
場
合

‐
２
１
５
１

52

○
ガ
ス･

水
道
の
故
障

‐
５
８
２
６

52

ガ
ス
水
道
局
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間

24

体
制
で
待
機
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
収
集
は
、
下
の
表
の
よ
う
に
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
燃
え
る
ゴ
ミ
や
家
庭
か
ら
出
た
廃
家
電
製
品

な
ど
を
、
直
接
楡
原
地
内
の
環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
人
は
、
下
の
表
に
よ

り
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
品
収
集
は
、

月

日

、
土

12

28

（土）

曜
日
の
収
集
区
域
の
み
収
集
。
新
年
の
収
集

は
６
日

か
ら
で
す
。

（月）
月

日

の
午
前
中
の
み
収
集
し
ま
す
。

12

30

（月）

▽
ク
リ
ー
ン
栃
尾

０
９
０
‐
２
５
６
７
‐

８
０
６
２

▽
協
和
衛
生
社

‐
３
４
３
２

52

○
清
掃
業
務

‐
２
４
７
７

53

○
し
尿
く
み
取
り
は
お
早
め
に

◆清掃業務年末年始予定表
ゴ ミ 収 集 直接持ち込みクリーンセンター

午後休み12/28(土) 土曜日の収集区域のみ収集 午前中受付、

休 み 休 み12/29(日)

月曜日の収集区域のみ収集 午後４時まで受付12/30(月)

午後休み12/31(火) 火曜日の収集区域のみ収集 午前中受付、

休 み 休 み
１/１(水)
１/２(木)

休 み１/３(金) 金曜日の収集区域のみ収集

午後休み１/４(土) 土曜日の収集区域のみ収集 午前中受付、

休 み 休 み１/５(日)

◎｢午前中｣は、朝８時30分からお昼の12時までです

人口 ２４,８６３人 男 １２,１４５人 女 １２,７１８人 世帯数 ７,３５５
市のようす

11月末現在



経
費
目
安
割
合
を
使
っ
て
農
業
所
得

を
申
告
さ
れ
る
農
家
の
皆
さ
ん
に
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
「
平
成

年
分
農
業

14

所
得
に
関
す
る
収
入
金
額
等
の
お
尋

ね
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
記
載
要
領
を

参
考
に
出
荷
伝
票
・
納
品
書
・
領
収
書

（
控
）
や
預
金
通
帳
な
ど
に
よ
り
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
尋
ね
す
る
項
目

・
作
付
面
積
、
収
穫
量
、
販
売
金
額
、

家
事
消
費
等
金
額
、
雑
収
入
、
農
産

物
の
棚
卸
高
な
ど

・
作
業
受
託
収
入
、
受
取
小
作
料
な
ど

○
提
出
期
限

１
月
６
日

ま
で
に
区
長
さ
ん
に

（月）

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
の
申
告
に
は
、
収
入
金
額

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得
を

計
算
す
る
「
収
支
計
算
」
と
、
収
入
金

額
に
一
定
の
経
費
割
合
を
か
け
て
所
得

を
計
算
す
る
「
経
費
目
安
割
合
方
式
」

に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

収
入
金
額
を
次
の
４
業
種
に
分
け
て

農
業
所
得
の
申
告
方
法

○
経
費
目
安
割
合
方
式

計
算
し
、
最
も
収
入
金
額
の
多
い
区
分

の
経
費
目
安
割
合
一
つ
を
使
用
し
て
計

算
し
ま
す
。

平
成

年
分
経
費
目
安
割
合

14

経
費
目
安
割
合

区

分

�
田
作
物
農
業

八
二

％

�
畑
作
物
農
業

七
四

％

�
果
樹
栽
培
農
業

七
〇

％

�
施
設
作
物
農
業

八
一

％

○
計
算
式

収
入
金
額
Ａ
‐(

Ａ
×
経
費
目
安
割
合)

○
家
事
消
費
な
ど
の
基
準
金
額

・
水
稲
（
玄
米

�
当
た
り
）

10

二
、
二
〇
〇
円

・
も
っ
ぱ
ら
家
事
消
費
な
ど
に
充
て

る
た
め
に
耕
作
す
る
野
菜
畑
（
10

ａ
当
た
り
）

五
九
、
九
〇
〇
円

農
業
所
得
も
ほ
か
の
事
業
所
得
の
計

算
と
同
様
に
、
実
際
の
収
入
金
額
か
ら

必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
計
算
す
る
収

支
計
算
が
原
則
で
す
。
こ
の
た
め
、
次

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
収
入
金
額
の
多
い

人
か
ら
段
階
的
に
収
支
計
算
に
移
行
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
収
支
計
算

例
え
ば
、
平
成

年
の
農
業
収
入
金

13

額
が
四
百
万
円
以
上
の
人
は
、
平
成
14

年
分
申
告
（

年
２
月
の
確
定
申
告
な

15

ど
）
か
ら
収
支
計
算
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
収
入
金
額
が
四
百
万
円
未
満

の
人
で
も
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ

ら
ず
、
収
支
計
算
で
農
業
所
得
の
申
告

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
経

営
内
容
の
把
握
や
分
析
が
で
き
、
経
営

の
改
善
・
向
上
に
役
立
つ
収
支
計
算
を

勧
め
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

税
務
課
市
民
税
係

‐
５

問
合
せ

52

８
３
７

14年分申告 15年分申告 16年分申告 17年分申告申告年分

(15年２月) (16年２月) (17年２月) (18年２月)前年の収入金額

400万円以上の人

収支計算による申告400万円未満
300万円以上の人
300万円未満

経費目安割合方式による申告200万円以上の人

200万円未満の人

１
月

日

と

き

12

（日）

午
前

時

分
〜

観

閲

10

10

午
前

時

分
〜

式

典

10

35

午
前

時

分
〜
（
市

祝
賀
放
水

11

50

民
会
館
前
の
西
谷
川
堤
防
）

市
民
会
館

と
こ
ろ

※
当
日
は
、
午
前
８
時

分
に
消
防
署

30

の
サ
イ
レ
ン
を

秒
間
鳴
ら
し
ま
す
。

30

消
防
本
部

‐
１
１
５
５

問
合
せ

52

恒
例
の
成
人
式
を
、
平
成

年
４
月

15

６
日

に
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

（日）
該
当
者
は
、
昭
和

年
４
月
２
日
か

57

ら
昭
和

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

58

た
人
で
、
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
お
よ

消
防
出
初
め
式

平
成

年
度

15成
人
式
の
お
知
ら
せ

び
就
職
・
進
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し
、

実
家
が
市
内
に
あ
る
人
で
す
。

案
内
状
は
、
該
当
者
の
実
家
へ
３
月
上

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

栃
尾
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人

名
簿
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

月
中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
届

12
け
す
る
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し
な

い
場
合
は
、
一
年
間
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局

‐

問
合
せ

52

２
１
５
３１

月

日

９
時
受
付

と

き

19

（日）

文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

と
こ
ろ

高
校
生
以
上

対

象

新
年
お
よ
び
当
季
雑
詠
３
句

投

句
（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

千
円

投
句
料

投
句
料
を
添
え
て
１
月

日

申
込
み

14

ま
で
に
公
民
館

‐
２
０
２
０

（火）

52

教
室
・
講
座

第

回
新
春
俳
句
会

20

申
告
を
お
忘
れ
な
く

農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿

広報とちお おしらせ版 14.12.18 (2)|||||| |||||

〜
提
出
期
限

１
月
６
日

ま
で
〜

(月)

農
家
の
皆
さ
ん
へ

「
収
入
金
額
等
の
お
尋
ね｣

に
回
答
く
だ
さ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

○
版
画
展

）

（
栃
尾
市
版
画
同
好
会

１
／
６

〜
（月）

19
（日）

道
の
駅｢

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

休
憩
コ
ー
ナ
ー

○
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ

）

（
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
の
会

／

〜
１
／

12

27
（金）

18
（土）

道の駅(物産館)は12／31～1／1休館します
１／２は10時から15時まで営業、１／３以降は平常通り

営業（10時～18時）します（レストランは１／３から営業）

歯
を
失
う
原
因
の
第
一
位
は
歯
周
疾

患
で
、
第
二
位
は
虫
歯
で
す
。
こ
れ
ら

は
、
い
ず
れ
も
歯
の
健
康
管
理
を
し
っ

か
り
す
る
こ
と
で
防
げ
ま
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
で
食
べ

る
楽
し
み
を
持
っ
て
、
豊
か
な
人
生
を

送
り
ま
し
ょ
う
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

１
月

日

時

分
〜

と

き

23

（木）
13

30

市
民
会
館
２
階
小
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

歳
〜

歳
の
人

対

象

40

65

人
（
先
着
順
）

定

員

20

生
涯
自
分
の
歯
を
保
つ
た
め
に

成
人
歯
科
検
診
・
相
談
会

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
と
歯
ぐ

内

容
き
の
相
談
、
歯
科
検
診
、
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
歯
磨
き
指
導
な
ど

１
月
６
日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

‐
52

５
８
３
６

個
人

Ａ
「
か
る
た
お
も
し
ろ
あ
そ
び
」

や
チ
ー
ム
で
競
い
合
う
か
る
た
ゲ
ー

ム
大
会
。
景
品
を
用
意
し
ま
す
。

お
り
な
す
ま
で
遠
足

Ｂ
「
雪
中
遠
足
」

あ
そ
び
じ
ゅ
く
�

し
、
雪
遊
び
を
し
ま
す
。
帰
り
は
路

線
バ
ス
を
利
用
し
、
公
民
館
ま
で
。

Ａ
…
１
月
７
日

８
時

分

と

き

（火）

30

〜

時
、
Ｂ
…
１
月

日

９
時
〜

12

18

（土）

時
13

い
ず
れ
も
「
お
り
な
す｣(

公

と
こ
ろ

民
館
前
集
合
・
解
散
）

小
学
生
以
上
の
人

対

象

Ａ
…

人
、
Ｂ
…

人
（
い

定

員

50

30

ず
れ
も
先
着
順
）

い
ず
れ
も
二
百
円
（
保
険
料

参
加
費

な
ど
）

Ｂ
コ
ー
ス
参
加
者
は
、
昼
食

持
ち
物

月

日

８
時

申
込
み
・
問
合
せ

12

25

（水）

分
か
ら
公
民
館

‐
２
０
２
０

30

52

１
月

日

・
２
月
６
日

と

き

23

（木）

（木）

�
９
時

分
〜
�

時
〜

30

19

市
民
会
館
１
階
厨
房
・
食
堂

と
こ
ろ

星
野
紀
子
さ
ん

講

師

歳
以
上
の
人

対

象

18い
ず
れ
も

人
（
先
着
順
）

定

員

12

千
二
百
円

参
加
費

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

持
ち
物

ん
、
筆
記
用
具

１
月
６
日

か
ら

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

参
加
費
を
添
え
て
公
民
館

‐
２

52

０
２
０(

電
話
で
の
仮
申
込
み
も
可)

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤
務

対

象
公
民
館
料
理
教
室

越
冬
野
菜
を
利
用
し
て

市
民
書
き
初
め
展

作
品
募
集

・
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
人

小
学
生
の
部

部

門

中
学
生
の
部

高
校
生･

一
般
の
部

出
品
方
法
・
規
格

�
出
品
は
一
人
一
点
と
す
る

�
小･

中
学
生
の
部
は
半
切
の
四
分
の

一
以
内
（
約
縦

�
×
横

�)

、

68

17

高
校
生･

一
般
の
部
は
半
切
（
約
縦

�
×
横

�
）
で
、
裏
打
ち
し

135

35

た
表
装
か
仮
巻
、
ま
た
は
額
装

�
題
材
、
書
体
は
自
由
。
た
だ
し
、

高
校
生･

一
般
の
部
は
出
品
票
と
釈

文
票(

公
民
館
で
用
意)

を
つ
け
る

�
作
品
に
は
氏
名
を
記
入
の
こ
と

（
受
付
場
所

公
民
館
）

搬
入
・
受
付

�
小･

中
学
生
の
部
…
１
月

日

〜

14

（火）

日

８
時

分
〜

時(

各
学
校

17

（金）

30

17

で
と
り
ま
と
め
て
出
品
の
こ
と)

�
高
校
生･

一
般
の
部
…
１
月

日
21

（火）

８
時

分
〜

時

30

20

無

料

出
品
料

優
秀
作
品
に
は
特
別
賞
、
奨

表

彰
励
賞
ほ
か
各
賞
を
授
与
し
ま
す
。

１
月

日

〜
２
月

日

展
示
期
間

30

（木）

13

文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
室

（木）

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

１
月
〜
２
月
の
第
２
・
第
４
日

と

き
曜
日
の
午
後
（
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

秋
葉
中
学
校
体
育
館

と
こ
ろ

ど
な
た
で
も
当
日
直
接
会
場
へ

対

象

百
円

参
加
費

栃
尾
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

問
合
せ

協
会

‐
３
９
４
９
（
木
間
）

53 そ
の
他

冬
場
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に

イ
ン
ド
ア
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

|||||| |||||(3) 広報とちお おしらせ版 14.12.18

リフト料金Τ
回数券（11回つづり）1,000円▽

半日券1,200円（小学生以下1,000円）▽

１日券2,000円（小学生以下1,500円）▽

ナイター券1,000円▽

年末年始ナイターも可(31日除く)
お得なシーズン券もあります▽

一般15,000円、中学生10,000円
小学生以下8,000円
スノーチュービングがおもしろいΤ
スリル満点のスノーチュービングにチャ
レンジ!（大きなチューブで雪上を滑る
／土・日・休日のみ／１回200円）
スキー子供の日が月２回Τ
毎月第２土曜日と第３日曜日は、小学生
以下のリフト代が無料
シニア＆レディース１日券半額(平日）Τ
50歳以上の人と中学生以上の女性は、平
日のリフト１日券が半額

とちおファミリースキー場 53-2390問合せ

とちおファミリースキー場

オープン!!21日(土)

平成15年

の市立保育所・学童保育
臨時職員の登録を受け付けます

市は、市立保育所・学童保育の臨時職員（有資格者）の雇用
を円滑にするため、登録制度を実施し、登録者の中から必要に
応じ勤務をお願いします。

登録職種の内容など

パート勤務から６カ月(更新あり)勤務期間
登録申込書に必要事項を記入のうえ、資格証明書を登録方法
添付して申し込みください。
平成15年１月６日(月)から随時登録期間

総務課人事係 52-2151内線325申込み・問合せ

勤務施設 内 容 勤務時間 雇用期間 資 格

６カ月更新クラス担任 ８時間（時差

保 育 士中央保育所 クラス担任補助 出勤あり）

パート勤務 必要期間白山保育所 保育補助（延長
保育補助含む）
学童保育（小学 保 育 士放課後６時間 ６カ月更新
校低学年児童の 幼稚園教諭おおの苑 以内 必要期間
指導、育成） 小学校教諭

岩 戸 舞
い わ と ま い

と き：１月２日(木)９時～16時

ところ：葎谷集落内

商工観光課
問合せ：

52 2151-



社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今
年
も
「
ふ

れ
あ
い
の
四
季
」
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
当
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
の

俳
句
教
室
、
ち
ぎ
り
絵
教
室
、
手
話
教

室
の
参
加
者
と
講
師
の
協
力
を
得
て
作

成
し
た
も
の
で
す
。
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
が
、
希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
希
望
者
は
社
会
福
祉
協
議
会
か

保
健
福
祉
課
の
窓
口
ま
で
。

国
民
生
活
金
融
公
庫
長
岡
支
店
は
、

高
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

な
ど
の
入
学
や
在
学
中
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
目
的
で
「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
低
利
で
手

続
き
も
簡
単
で
す
。

世
帯
の
年
間
収
入
が
九
百
九

対

象
十
万
円
（
事
業
所
得
者
は
七
百
七
十

万
円
）
以
内
の
保
護
者

※
所
得
制
限
額
を
４
月
か
ら
引
き
下

げ
ま
し
た
。二

百
万
円
（
学
生
・
生

融
資
限
度
額

徒
一
人
あ
た
り
）

年
１
・
６
％
（

月

日
現

金

利

11

11

在
）

年
以
内
（
交
通
遺
児
家

融
資
期
間

10

庭
お
よ
び
母
子
家
庭
の
人
は
、
１
年

国
の
教
育
ロ
ー
ン

｢

ふ
れ
あ
い
の
四
季｣

カ
レ
ン
ダ
ー

を
差
し
上
げ
ま
す

の
延
長
が
可
能
）

毎
月
元
利
均
等
払
（
ボ
ー

返
済
方
法

ナ
ス
併
用
払
が
可
能
）

国
民
生
活
金
融
公

申
込
み
・
問
合
せ

庫
長
岡
支
店

‐
４
３
６
０

36

飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
働
い
て

い
る
調
理
師
は
、
調
理
師
法
に
よ
り
２

年
ご
と
に
就
業
届
を
知
事
に
提
出
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成

年

月

日
現
在

届
出
内
容

14

12

31

の
就
業
状
況
を
平
成

年
１
月

日

15

15

ま
で
に
届
け
出
る

（水）

▽
飲
食
店
営

届
出
の
必
要
な
調
理
師

業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製
造

業
で
働
く
調
理
師
▽
寄
宿
舎
、
学
校
、

病
院
、
事
業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
矯
正
施
設
、

そ
の
他
の
給
食
施
設
で
働
く
調
理
師

調
理
師
業
務
従
事
者
届

届
出
の
方
法

に
記
入
し
、

新
潟
県
調
理
師
会
栃

（社）

尾
支
部
（
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
３
階

栃
尾
商
工
会
内
）
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
調
理
師
会

０
２

問
合
せ

（社）

５
‐
２
２
８
‐
６
７
８
６

募
集
訓
練
科
・
定
員
・
期
間

若
干
名

１
年
間

電
気
施
設
科

若
干
名

２
年
間

建
築
科

若
干
名

２
年
間

左
官
科

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

生
徒
の
追
加
募
集

調
理
師
の
皆
さ
ん
へ

就
業
届
の
提
出
を

受
験
資
格

電
気
施
設
科

・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

建
築
科
・
左
官
科

・
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校
以
上
を

卒
業
し
た
人

（
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

選

考
・
第
２
回
の
願
書
受
付
は

月

日

12

25

〜
試
験
日
１
月

日

当
日
ま

（水）

29

（水）

で
、
な
お
第
３
回
以
降
の
予
定
も

あ
り
ま
す
が
、
定
員
に
な
り
し
だ

い
募
集
を
打
ち
切
り
ま
す
。

・
各
科
と
も
学
科
試
験
（
国
語
・
数

学
）
と
、
面
接
試
験

県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

問
合
せ新

潟
県
労
働
者
福
祉
厚
生
財
団
は
、

（財）
金
融
や
税
金
、
相
続
、
教
育
、
健
康
、

園
芸
な
ど
、
暮
ら
し
全
般
の
悩
み
や
ト

ラ
ブ
ル
に
、
専
門
家
が
手
紙
で
答
え
る

相
談
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
紙
で
す
の
で
、
忙
し
い
人
に
最
適
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

無

料

相
談
料

相
談
内
容
と
返
信
用
封
筒

相
談
方
法

を
同
封
し
、
相
談
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
労
働
者
福
祉
厚
生

相
談
先

（財）

財
団
「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」

〒
九
五
一
‐
八
一
一
三
新
潟
市
寄
居

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談

町
３
３
２
‐
３
８
労
金
本
店
内

０

２
５
‐
２
２
８
‐
３
４
１
１

http:
//www.niigata-rokin.or.jp/

１
月

日

〜
３
月
８
日

と

き

10

（金）

（土）

の
毎
週
金
・
土
曜
日
、

時

分
〜

19

30

時
21

と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

と
こ
ろ

小
学
生
以
上
の
人

対

象

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
（
初
級
、

内

容
中
級
）

無
料
（
リ
フ
ト
代
は
各
自
で

参
加
費

負
担
。
傷
害
保
険
に
は
各
自
で
必
ず

加
入
の
こ
と
）

ス
キ
ー
協
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク

そ
の
他

ラ
ブ
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
随
時
募
集
。

申
込
み
・
問
合
せ

と
ち
お
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

‐
53

２
３
９
０

○
家
族
で
楽
し
む
冬

〜
小
正
月
行
事
を
楽
し
も
う
〜

１
月

日

時

分
〜

と

き

11

（土）
13

30

日

時

分

１
泊
２
日

12

（日）
13

30

家
族
、
親
子
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

対

象
動
関
係
者
な
ど

さ
い
の
神
、
餅
つ
き
な
ど

内

容

人
（
先
着
順
）

定

員

60三
千
四
百
円
（
教
材
費
、

参
加
費

食
費
、
保
険
料
な
ど
）

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

１
月
６
日

ま
で

申
込
期
限

（月）

○
集
ま
れ
み
ん
な
仲
良
し

〜
君
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
昔
の
遊
び
〜

１
月

日

時
〜

日

と

き

25

（土）
13

26

時

分

１
泊
２
日

（日）
13

30小
学
４
・
５
・
６
年
生

対

象

さ
い
の
神
、
餅
つ
き
の
ほ

内

容
か
、
わ
ら
細
工
、
籐
細
工
な
ど
を

コ
ー
ス
の
内
か
ら
選
択

人
（
先
着
順
）

定

員

150三
千
七
百
円
（
教
材
費
、

参
加
費

食
費
、
保
険
料
な
ど
当
日
）

１
月

日

ま
で

申
込
期
限

17

（金）

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

（
巻
町
大
字
越
前
浜
）

防
寒
具
、
帽
子
、
軍
手
、
長

持
ち
物

靴
、
保
険
証
、
運
動
着
・
靴
な
ど

県
立
青
少
年
研
修

申
込
み
・
問
合
せ

セ
ン
タ
ー

０
２
５
６
‐
７
７
‐
２

１
１
１
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毎
年
開
催
さ
れ
る
美
術
館
の
企

画
展
。｢

あ
の
作
品
を
も
う
一
度
見

た
い｣｢

感
動
を
再
び
味
わ
い
た
い｣

と
い
う
人
に
、
企
画
展
図
録
を
お

勧
め
し
ま
す
。

筒
場
太
山
展(

千
円)

、
椿
悦
至

展(

千
円)

、
那
須
正
丘
・
田
中
勢

い
子
二
人
展(

千
円)

、
桐
生
照
子

展(

五
百
円)

な
ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。美

術
館

‐
６
３
０
０

問
合
せ

53

美
術
館

｢

企
画
展
図
録｣

紹
介

０
２
５
７
９
‐
４
‐
２
４
１
０

不
妊
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
に
、
専

門
医
師
が
個
別
に
面
接
相
談
し
ま
す
。

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

毎
週
火
曜
日

時
～

時

と

き

16

18

新
潟
大
学
医
学
部
附
属
病
院

と
こ
ろ

（
新
潟
市
旭
町
通
１
‐
７
５
４
）

平
日
の

時
～

申
込
み
・
問
合
せ

10

16

時
に
事
前
予
約
を
し
、
新
潟
大
学
医

学
部
附
属
病
院
産
科
婦
人
科
学
教
室

・
０
２
５
‐
２
２
５
‐
２
１
８
４

sodan@med.niigata-u.ac.jp

内

容

・
万
代
島
再
開
発
事
業
の
概
要
紹
介

・
朱
鷺
メ
ッ
セ
施
設
紹
介

と

き

・
子
ど
も
向
け
に
や
さ
し
く
解
説
し
た

キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ

・
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
朱
鷺
メ
ッ
セ
に

ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

・
開
業
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク

http://www.pref.niiga

ア
ド
レ
ス

ta.jp/bandaijima/

１
月
２
日

～
３
月
９
日

開
園
期
間

（木）

（日）

９
時

分
～

時

分

開
園
時
間

30

16

30

万
代
島
再
開
発
事
業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

越
後
丘
陵
公
園

ホ
ワ
イ
ト
シ
ー
ズ
ン
の
営
業

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

ロ
ー
プ
リ
フ
ト
の
運
行
日
時

土
・
日
・
祝
日
の
み

時
～

時

10

16

１
／

・

・

、

休
園
日

14
（火）

20
（月）

27
（月）

２
／
３

・

・

、
３
／
３

（月）

17
（月）

24
（月）

（月）

入
園
料
・
駐
車
料
・
ロ
ー

利
用
料
金

プ
リ
フ
ト
使
用
料
が
無
料

イ
ン
ド
ア
プ
レ
イ
エ
リ
ア
（
暖
の
館
）

天
候
の
悪
い
時
で
も
、
屋
内
で
楽
し

め
る
よ
う
に
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
を
設
置
。

１
月
２
日

～
３
月
２
日

期

間

（木）

（日）

◎
１
月
の
イ
ベ
ン
ト

▽
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
！

１
月
５
日
～

日
の
日
曜
・
祝
日
、

26

毎
日

歳
以
下
先
着

人
に
雪
遊

12

100

び
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
ス
キ
ー
教
室
（
２
月
も
実
施
）

１
月

日

・

日

、

と

き

25

（土）

26

（日）

い
ず
れ
も
①

時

分
～
②

10

30

13

時

分
～

30

初
級
者

対

象

千
五
百
円

参
加
費

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

・

‐
８
０
０
１

47
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１
月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

☆
工
作
フ
ェ
ア

ス
ラ
イ
ム
や
と
ば
せ
る
模
型

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
好
き
な
工
作
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

１
月

日

時
～
、

と

き

12

（日）
10

日

９
時

分
～
、
い
ず
れ

13

（月）

30

も

時
ま
で

16

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬
番
組

「
ス
ー
パ
ー
マ
シ
ン
発
進
！

～
奇
跡
の
星
・
地
球
～
」

２
月

日

ま
で

と

き

23

（日）

☆
各
種
教
室

▽

日

か
ら
く
り
の
世
界(

①

19

（日）

時
～
②

時
～)

、
い
じ
わ
る

13

15

独
楽(

時
間
未
定)

▽

日

プ

こ

ま

25

（土）

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
星
空
散
歩(

時
15

分
～

時

分)

▽

日

貝

40

16

20

26

（日）

の
心
臓
の
動
き
を
観
察
し
よ
う

(

時
～

時

分
・
電
話
な
ど

13

15

30

に
よ
る
申
し
込
み
が
必
要)

、
ビ

ッ
ク
リ
・
ド
ッ
キ
リ
・
お
も
し

ろ
電
気
実
験(

時

分
～

時

13

30

14

分
）

10
※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
料
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

月
か
ら
料
金
が
変
わ
り
ま
し
た
。

11

（

）
内
は
小
・
中
学
生

入
館
料

一
般
五
五
〇
円(

一
〇
〇
円)

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
料

一
般
二
〇
〇
円(

一
〇
〇
円)

新
潟
県
立
自
然
科
学
館

問
合
せ

新
潟
市
女
池
南
３
‐
１
‐
１
・

０
２
５
‐
２
８
３
‐
３
３
３
１

市
の
建
設
工
事
な
ど
入
札
参
加
資
格
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

受
付
期
間

２
月
１
日

～

日

（土）

28

（金）

市
の
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
、
設

計
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
の

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
２
年

ご
と
の
資
格
審
査
が
必
要
で
す
。

平
成

・

年
度
分
の
申
請
を
次

15

16

の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

２
月
１
日

～

日

受
付
期
間

（土）

28

（金）

新
潟
県
統
一
様
式

書
類
様
式

平
成

年
５
月
１
日
～

有
効
期
間

15

平
成

年
４
月

日

17

30

申
請
に
必
要
な
書
類

▽
共
通
書
類

・
参
加
資
格
審
査
申
請
書

・
営
業
所
一
覧
表

・
栃
尾
市
の
市
税
の
納
税
証
明
書

(

原
本)

…
市
内
に
営
業
所
の
な

い
事
業
者
は
別
途
書
類
が
必
要

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納

税
証
明
書
（
原
本
）

▽
建
設
工
事
の
み

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

(

写
し)

▽
測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど
の
み

・
技
術
職
員
調
書

市
内
業
者
は
持

提
出
先
・
問
合
せ

参
で
総
務
課
管
財
係
・

‐
５
８

52

１
５

http://www.city.toch

io.niigata.jp/

月
中
県
内
で
は
交
通
事
故
が
多
発
し
、
４
年
ぶ
り
に
１
カ

11
月
の
死
亡
者
数
が

人
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
市
内
で
も

30

１
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

冬
期
間
の
交
通
事
故
は
、｢

夕
暮
れ
前
後
の
時
間
帯
に
発
生

す
る
」
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
年
間
を
通
じ
て
高
齢
者
が

被
害
者
・
加
害
者
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
と
、
歩

行
中
の
高
齢
者
に
配
慮
し
た
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
夕
方
・
夜
間
の
外
出
の
際
に
は
反
射
材

や
明
る
い
服
装
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

無
事
故
で
１
年
を
締
め
く
く
り
、
良
い
年
を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。

が交通死亡事故
多発！
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